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『
礼
記
』
曾
子
問
篇
初
探

末
永

高
康

『
礼
記
』
曾
子
問
篇
は
両
戴
記
中
に
お
け
る
特
異
な
一
篇
で
あ
る
。
内
容
的

に
は
変
礼
に
つ
い
て
の
議
論
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
形
式
的
に
は
そ
の

大
半
が
曾
子
と
孔
子
の
問
答
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
特
異
性
を
際
立

た
せ
て
い
る
。
変
礼
に
つ
い
て
の
議
論
は
両
戴
記
中
に
散
見
す
る
が
、
そ
の
議

論
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
た
篇
は
曾
子
問
篇
を
除
い
て
両
戴
記
に
は
存
在
し

な
い
。
ま
た
、
曾
子
言
の
集
積
は
『
大
戴
礼
記
』
曾
子
立
事
以
下
十
篇
に
残
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
曾
子
と
孔
子
の
問
答
は
見
え
て
い
な
い
（
１
）

。
曾

子
と
孔
子
の
問
答
と
い
え
ば
、
『
孝
経
』
や
『
大
戴
礼
記
』
主
言
篇
（
２
）

が
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
両
者
が
と
も
に
「
孔
子
間
（
３
）

居
し
、
曾
子
侍
る
」
を

冠
し
て
、
一
時
に
行
わ
れ
た
対
話
と
し
て
全
体
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

曾
子
問
篇
は
相
互
に
あ
ま
り
関
連
を
持
た
な
い
問
答
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
内
容
的
に
も
、
形
式
的
に
も
こ
の
篇
と
類
似
す
る
も
の
は
他
に
残
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
４
）

。
で
は
あ
る
が
、
―
―
あ
る
い
は
、
そ
れ
ゆ
え
に

―
―
初
期
の
礼
学
の
展
開
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
篇
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

今
本
の
『
儀
礼
』
か
ら
、
初
期
礼
学
の
展
開
の
い
く
つ
か
の
方
向
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
中
心
は
礼
経
の
記
述
の
完
備
化
に
あ
り
、
そ
れ
は

礼
の
儀
節
の
細
部
を
補
う
方
向
と
、
礼
の
儀
節
の
分
岐
を
補
う
方
向
に
二
分
さ

れ
る
（
５
）

。
こ
の
後
者
に
つ
い
て
『
儀
礼
』
に
は
種
々
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
不
測
の
事
態
に
よ
る
礼
の
儀
節
の
分
岐
が
示
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か

に
聘
礼
「
記
」（
６
）

に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
聘
礼
に
お
い
て
、
そ

の
関
係
者
（
双
方
の
国
君
な
ど
も
含
む
）
が
突
然
に
亡
く
な
っ
た
場
合
の
礼
の

分
岐
の
さ
ま
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
礼
の
遂
行
時
に
お
け
る
不
測
の

事
態
へ
の
対
処
の
議
論
を
最
も
よ
く
保
存
し
て
い
る
の
が
こ
の
曾
子
問
篇
な
の

で
あ
る
。
聘
礼
「
記
」
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
不
測
の
事
態
に
よ
る
礼
の
分
岐
へ

の
関
心
が
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
曾
子
問
篇
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
展
開
の

軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
、
初
期
礼
学
の
展
開
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
の
作
業
と

な
ろ
う
。
こ
の
作
業
の
基
礎
と
し
て
、
ま
ず
は
今
本
の
曾
子
問
篇
の
資
料
的
性

格
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
の
篇
に
つ

い
て
初
歩
的
な
解
析
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
（
７
）
。

＊
＊
＊
＊
＊
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さ
て
曾
子
問
篇
は
、
一
部
に
子
游
、
子
夏
の
問
い
を
交
え
て
い
る
も
の
の
、

基
本
的
に
曾
子
と
孔
子
の
問
答
か
ら
な
り
、
多
く
が
一
問
一
答
の
形
を
取
っ
て

い
る
。
曾
子
が
「
請
問
之
」
と
さ
ら
に
尋
ね
て
孔
子
が
答
え
る
な
ど
対
話
が
明

ら
か
に
連
続
し
て
い
る
も
の
は
一
つ
の
問
答
と
考
え
て
今
本
の
構
成
を
示
せ
ば

ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
る
。

１

君
の
没
後
に
世
子
が
生
ま
れ
た
場
合

１
―
１

君
が
薨
じ
た
後
に
世
子
が
生
れ
た
場
合
（1

8
-
1
a
5

（
８
）
）

１
―
２

君
を
埋
葬
し
た
後
に
世
子
が
生
れ
た
場
合
（1
8
-
5
b
2

）

２

諸
侯
が
天
子
・
諸
侯
に
見
え
る
た
め
に
出
国
す
る
に
際
し
て
の
告
祭
の
礼

（1
8
-
6
a
5

）
【
φ
】

３

親
族
の
喪
が
重
複
し
た
場
合
の
処
置
（1
8
-
8
a
1
0

）

４

宗
子
は
年
老
い
て
も
主
婦
が
あ
る
べ
き
こ
と
（1

8
-
8
b
5

）
【
φ
】

５

冠
礼
と
喪
礼
が
重
複
し
た
場
合

５
―
１

冠
礼
の
当
日
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
齊
衰
大
功
の
喪
を
聞
い
た
場
合

（1
8
-
9
b
5

）

５
―
２

喪
服
に
因
っ
て
冠
し
た
場
合
、
喪
が
あ
け
た
後
に
改
め
て
冠
す
る

か
否
か
。
ま
た
父
が
没
し
た
後
に
冠
す
る
場
合
（1

8
-
9
b
1
0

）
【
△
】

６

小
祥
に
旅
酬
な
く
、
大
祥
に
旅
酬
あ
る
こ
と
（1

8
-
1
1
b
3

）

７

饋
奠
の
事
や
祭
礼
に
参
与
で
き
る
条
件

７
―
１

大
功
の
喪
に
服
し
て
い
る
場
合
、
饋
奠
の
事
に
与
り
得
る
か
否
か

（1
8
-
1
2
b
6

）

７
―
２

小
功
の
喪
に
服
し
て
い
る
場
合
、
虞
祭
に
与
り
得
る
か
否
か
。
（1

8
-
1
3
a
4

）

７
―
３

自
分
が
喪
に
服
し
て
い
る
場
合
、
知
り
合
い
の
祭
り
に
与
り
得
る

か
否
か
。
（1

8
-
1
3
a
9

）

７
―
４

喪
が
あ
け
た
直
後
に
、
饋
奠
の
事
に
与
り
得
る
か
否
か
。
（1

8
-
1

4
b
3

）

８

婚
礼
と
喪
礼
が
重
複
し
た
場
合

８
―
１

納
幣
を
終
え
、
婚
礼
の
日
取
り
を
決
め
た
後
に
、
新
郎
新
婦
の
父

母
が
亡
く
な
っ
た
場
合
（1

8
-
1
4
b
8

）

８
―
２

親
迎
後
に
喪
が
あ
っ
た
場
合

８
―
２
―
１

親
迎
し
て
、
新
婦
を
連
れ
て
帰
る
途
上
で
、
新
郎
新
婦

の
父
母
が
亡
く
な
っ
た
場
合
（1

8
-
1
6
a
3

）

８
―
２
―
２

親
迎
し
て
、
新
婦
が
新
郎
の
家
に
着
く
前
に
、
斉
衰
大

功
の
喪
が
あ
っ
た
場
合
（1

8
-
1
6
a
9

）
【
△
】

８
―
２
―
３

喪
が
あ
け
た
後
に
、
再
び
婚
礼
を
行
う
か
否
か
（1

8
-
1
6

b
5

）

８
―
３

婚
礼
の
儀
節
の
義
（1

8
-
1
6
b
7

）
【
φ
】

８
―
４

廟
見
前
に
新
婦
が
亡
く
な
っ
た
場
合
（1

8
-
1
7
b
7

）

８
―
５

婚
礼
の
日
取
り
を
決
め
た
後
に
新
婦
ま
た
は
新
郎
が
亡
く
な
っ
た

場
合
（1

8
-
1
8
a
1

）

９

喪
に
二
孤
あ
る
と
廟
に
二
主
あ
る
の
が
非
礼
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の

起
源
（1

8
-
1
9
a
1

）

１
０

師
行
に
携
帯
す
る
神
主
に
関
し
て

１
０
―
１

師
行
に
は
遷
廟
の
主
を
携
帯
す
る
の
が
礼
で
あ
る
こ
と
、
お
よ

び
虚
主
に
す
る
場
合
（1

8
-
2
0
a
6

）
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１
０
―
２

遷
主
が
無
い
場
合
は
命
を
主
と
す
る
こ
と
（1

8
-
2
0
b
8

）

１
１

諸
侯
が
慈
母
の
喪
に
服
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
（1

8
-
2
2
a
3

）
【
子
游
】

１
２

祭
祀
や
礼
を
中
止
す
る
事
例

１
２
―
１

天
子
が
覲
礼
を
当
日
に
中
止
す
る
事
例
お
よ
び
日
食
・
大
廟
の

火
災
時
の
対
処
法
（1

8
-
2
4
a
4

）

１
２
―
２

諸
侯
が
相
見
の
礼
を
当
日
に
中
止
す
る
事
例
（1

8
-
2
4
a
9

）

１
２
―
３

天
子
の
祭
祀
の
当
日
に
天
子
や
后
が
亡
く
な
っ
た
場
合
（1
8
-
2

4
b
3

）

１
２
―
４

祭
祀
の
当
日
に
日
食
ま
た
は
大
廟
の
火
災
が
あ
っ
た
場
合
（1

8

-
2
4
b
6

）

１
２
―
５

天
子
の
喪
中
に
お
け
る
五
祀
の
祭
（1
9
-
1
a
4

）
【
φ
】
【
φ
】

１
２
―
６

諸
侯
の
社
稷
の
祭
祀
に
天
子
、
后
、
君
、
夫
人
の
喪
を
聞
い
た

場
合
（1

9
-
1
a
8

）

１
２
―
７

大
夫
・
士
が
祭
祀
を
当
日
に
中
止
す
る
事
例
（1

9
-
2
b
4

）

１
３

三
年
の
喪
中
に
、
他
の
弔
問
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
（1

9
-
3
b
1
0

）

１
４

君
喪
と
私
喪
が
重
複
し
た
場
合

１
４
―
１

大
夫
士
の
私
喪
と
君
服
と
の
関
係
（1

9
-
4
a
8

）

１
４
―
２

父
母
の
喪
に
も
そ
れ
を
除
く
期
限
が
あ
る
こ
と
（1

9
-
5
a
3

）（
９
）

１
４
―
３

君
葬
と
父
母
の
喪
が
重
複
し
た
場
合

１
４
―
３
―
１

君
喪
で
す
で
に
殯
し
た
後
に
父
母
の
喪
が
あ
っ
た
場

合
（1

9
-
5
b
4

）

１
４
―
３
―
２

君
葬
で
殯
を
啓
い
た
後
に
父
母
の
喪
が
あ
っ
た
場
合

（1
9
-
6
a
1

）
【
△
】

１
４
―
３
―
３

君
葬
で
殯
す
る
前
に
父
母
の
喪
が
あ
っ
た
場
合
（1

9
-

6
a
7

）
【
△
】

１
５

誄
に
つ
い
て
（1

9
-
7
a
4

）
【
φ
】
【
φ
】

１
６

喪
備
を
し
て
国
外
に
出
た
君
が
国
外
で
亡
く
な
っ
た
場
合
（1

9
-
7
b
7

）

１
７

君
喪
ま
た
は
父
母
の
喪
で
す
で
に
柩
を
引
い
た
後
に
父
母
の
喪
ま
た
は

君
喪
を
聞
い
た
場
合

１
７
―
１

君
葬
で
す
で
に
柩
を
引
い
た
後
に
父
母
の
喪
を
聞
い
た
場
合
（1

9
-
9
b
1

）

１
７
―
２

父
母
の
喪
で
す
で
に
柩
を
引
い
た
後
に
君
の
喪
を
聞
い
た
場
合

（1
9
-
9
b
3

）

１
８

庶
子
の
祭
祀

１
８
―
１

宗
子
が
士
、
庶
子
が
大
夫
で
あ
っ
た
場
合
（1

9
-
1
0
a
1

）

１
８
―
２

か
つ
宗
子
が
罪
を
得
て
、
他
国
に
居
る
場
合
（1

9
-
1
0
b
6

）

１
８
―
３

宗
子
が
他
国
に
出
て
、
庶
子
が
無
爵
の
場
合
（1

9
-
1
3
a
5

）

１
９

祭
祀
に
は
尸
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
陰
厭
・
陽
厭
に
つ
い
て

１
９
―
１

祭
祀
に
は
尸
が
必
要
で
あ
る
こ
と
（1

9
-
1
4
b
1

）

１
９
―
２

陰
厭
・
陽
厭
に
つ
い
て
（1

9
-
1
4
b
5

）
【
孔
→
曾
→
孔
】

２
０

柩
を
引
く
途
上
で
日
食
に
な
っ
た
場
合
（1

9
-
1
8
b
2

）

２
１

公
館
・
私
館
の
定
義
（1

9
-
1
9
b
6

）

２
２

下
殤
の
埋
葬
法
（1

9
-
2
0
a
5

）

２
３

卿
大
夫
が
公
の
尸
と
な
る
場
合

２
３
―
１

卿
大
夫
の
齊
衰
の
内
喪
が
重
な
っ
た
場
合
（1

9
-
2
1
b
1
0

）

２
３
―
２

公
の
尸
た
る
礼
（1

9
-
2
2
a
3

）
【
φ
】

２
４

三
年
の
喪
で
卒
哭
後
に
金
革
の
事
に
与
れ
る
か
否
か
（1

9
-
2
2
b
3

）

【
子
夏
】
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こ
の
内
、
【
△
】
を
記
し
た
も
の
は
、
冒
頭
の
曾
子
の
問
い
に
「
曾
子
問
曰
」

が
冠
せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
あ
る
い
は
直
前
の
節
と
一
連
の
問
答
と
見
る

べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
【
φ
】
を
一
つ
だ
け
記
し
た
も
の
は
曾

子
の
問
い
を
欠
い
て
い
て
い
き
な
り
「
孔
子
曰
」
か
ら
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、

問
答
の
形
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
二
つ
重
ね
た
【
φ
】
【
φ
】
は
「
曾
子

問
曰
」
「
孔
子
曰
」
を
と
も
に
欠
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
問
答
体
で
は

な
い
。
１
９
―
２
で
【
孔
→
曾
→
孔
】
と
あ
る
の
は
、
こ
こ
だ
け
が
例
外
的
に

孔
子
の
言
葉
か
ら
対
話
が
始
ま
る
こ
と
を
示
す
。
【
子
游
】
【
子
夏
】
は
こ
れ

ら
の
問
答
の
質
問
者
が
子
游
・
子
夏
で
あ
り
、
曾
子
が
登
場
し
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

こ
の
篇
の
構
成
に
つ
い
て
、
王
夢
鴎
は
、
ほ
ぼ
「
出
生
」
「
冠
」
「
婚
」
「
朝

聘
」
「
喪
」
「
祭
」
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
、
２
は
１
２
の
「
朝

聘
」
の
と
こ
ろ
、
３
は
「
喪
」
の
と
こ
ろ
、
４
は
１
８
で
「
宗
子
」
を
語
る
と

こ
ろ
、
６
も
こ
の
「
祭
」
の
と
こ
ろ
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
１
０
）
。
こ
の

王
氏
の
説
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
す
べ
を
わ
れ
わ
れ
は
持
た
な
い
が
、
今
本
の

曾
子
問
篇
が
す
で
に
そ
の
本
来
の
姿
を
失
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
王
氏

も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
１
１
）

、
『
白
虎
通
』
に
曾
子
問
篇
の
佚
文
が
引
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
今
本
の
『
白
虎
通
』（
１
２
）

に
は
「
（
礼
）
曾
子

問
」
を
冠
し
た
引
用
が
十
三
か
所
に
見
え
る
が
（
１
３
）
、
そ
の
内
、
次
に
示
す
四

例
が
今
本
の
曾
子
問
篇
に
見
え
て
い
な
い
（
１
４
）
。

①
謚
篇

故
曾
子
問
、
孔
子
曰
、
天
子
崩
、
臣
下
之
南
郊
告
謚
之
。

だ
か
ら
曾
子
問
篇
に
、
孔
子
は
、
天
子
が
崩
御
す
れ
ば
、
臣
下
は
南
郊
に
行
き
（
天
に
）

告
げ
て
謚
（
お
く
り
な
）
を
付
け
る
、
と
言
わ
れ
た
、
と
あ
る
の
だ
。

②
礼
楽
篇

故
曾
子
問
曰
、
九
夷
八
蠻
、
六
戎
五
狄
、
百
姓
之
難
至
者
也
。

だ
か
ら
曾
子
問
篇
に
言
う
、
（
東
方
の
）
九
夷
、
（
南
方
の
）
八
蛮
、
（
西
方
の
）
六
戎
、

（
北
方
の
）
五
狄
は
、
招
き
寄
せ
る
の
が
困
難
な
ひ
と
び
と
で
あ
る
、
と
。

③
封
公
侯
篇

曾
子
問
（
１
５
）

曰
、
立
適
以
長
不
以
賢
何
。
以
言
爲
賢
不
肖
不
可
知
也
。

曾
子
問
篇
に
言
う
、
嫡
子
を
立
て
る
の
に
年
長
者
を
立
て
賢
者
を
立
て
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
（
子
が
）
賢
者
で
あ
る
か
不
肖
者
で
あ
る
か
（
あ
ら
か
じ
め
）
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
だ
、
と
。

④
耕
桑
篇

故
曾
子
問
曰
、
天
子
耕
東
田
而
三
反
之
。

だ
か
ら
曾
子
問
篇
に
言
う
、
天
子
は
東
田
を
耕
し
て
三
た
び
鍬
を
入
れ
る
、
と
。

こ
の
内
の
①
に
つ
い
て
、
王
氏
は
次
の
曾
子
問
篇
１
５
と
同
じ
一
節
に
含
ま
れ

て
い
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
（
１
６
）
。

賤
不
誄
貴
、
幼
不
誄
長
、
禮
也
。
唯
天
子
稱
天
以
誄
之
。
諸
侯
相
誄
、

非
禮
也
。

賤
者
は
貴
者
に
誄
（
生
前
の
功
績
を
称
え
、
哀
悼
の
意
を
示
す
こ
と
）
を
せ
ず
、
年
少

者
が
年
長
者
に
誄
を
し
な
い
の
が
、
礼
だ
。
た
だ
天
子
に
対
し
て
だ
け
天
を
称
し
て
誄

を
す
る
。
諸
侯
が
た
が
い
に
誄
を
す
る
の
は
、
礼
で
は
な
い
。

『
白
虎
通
』
謚
篇
の
①
の
引
用
の
次
の
節
で
は
、
「
曾
子
問
曰
」
は
冠
し
て
い

な
い
も
の
の
、「
幼
不
誄
長
、
賤
不
誄
貴
。
諸
侯
相
誄
、
非
禮
也
」
と
あ
っ
て
、

曾
子
問
篇
の
こ
の
部
分
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
の
は
見
や
す
い
し
、
同
じ
謚

篇
の
後
文
で
は
「
禮
曾
子
問
曰
、
唯
天
子
稱
天
以
誅
之
」
と
篇
名
を
明
記
す
る
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形
で
こ
の
部
分
を
引
い
て
い
る
。
『
白
虎
通
』
の
編
者
が
こ
の
一
節
を
含
む
曾

子
問
篇
を
見
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
王
氏
が
推
定
す

る
よ
う
に
、
①
の
佚
文
は
本
来
こ
の
一
節
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
こ
の
①
に
「
孔
子
曰
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
節
に
も
と

も
と
「
孔
子
曰
」
が
付
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
手
前
に
曾

子
の
問
い
が
あ
っ
た
か
否
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
他
の
節
と
異
な
り
こ
の

一
節
が
「
曾
子
問
曰
」
「
孔
子
曰
」
を
と
も
に
欠
く
の
は
、
後
の
欠
損
に
よ
る

と
言
え
よ
う
。

と
な
る
と
、
「
曾
子
問
曰
」
「
孔
子
曰
」
を
と
も
に
欠
く
の
は
１
２
―
５
の

一
節
の
み
と
な
る
が
、
こ
れ
は
今
本
の
錯
簡
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は
阮
刻
本

で
は
巻
十
九
の
冒
頭
に
位
置
し
て
お
り
、
南
宋
の
八
行
本
で
も
巻
二
十
七
の
冒

頭
に
位
置
し
て
い
る
が
（
１
７
）
、
こ
の
よ
う
な
分
巻
が
行
わ
れ
得
る
の
は
、
直
前

の
１
２
―
４
の
一
節
と
内
容
的
に
つ
な
が
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

部
分
の
前
後
を
見
る
と
、
そ
こ
で
は
天
子
や
諸
侯
が
祭
祀
や
礼
を
取
り
や
め
る

場
合
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
天
子
や
后
の
崩
御
、
君
主
や
夫
人
の
薨
去
、
日
食
、

大
廟
の
火
災
が
そ
の
場
合
で
あ
る
と
ま
ず
示
さ
れ
た
後
に
（
１
２
―
１
、
１
２

―
２
）
、
順
次
、
天
子
の
祭
祀
の
当
日
に
天
子
や
后
が
崩
御
し
た
場
合
（
１
２

―
３
）
、
祭
祀
に
お
い
て
日
食
ま
た
は
大
廟
の
火
災
が
あ
っ
た
場
合
（
１
２
―

４
）
、
諸
侯
の
祭
祀
の
当
日
に
天
子
、
后
、
君
、
夫
人
の
喪
を
聞
い
た
場
合
（
１

２
―
６
）
の
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
、
そ
の
１
２
―
３
と
１
２
―
６

を
並
べ
て
み
る
。

・
１
２
―
３

曾
子
問
曰
、
天
子
嘗
禘
郊
社
五
祀
之
祭
、
簠
簋
既
陳
、
天
子
崩
、
后
之

喪
、
如
之
何
。
孔
子
曰
、
廢
。

曾
子
が
質
問
し
て
言
う
、
天
子
の
嘗
・
禘
・
郊
・
社
・
五
祀
の
祭
り
で
、
供
え
物
の
器

の
陳
列
を
終
え
た
後
に
、
天
子
が
崩
御
し
、
皇
后
が
亡
く
な
っ
た
ら
、
ど
う
い
た
し
ま

す
か
。
孔
子
は
言
う
、
（
祭
り
を
）
廃
せ
。

・
１
２
―
６

曾
子
問
曰
、
諸
侯
之
祭
社
稷
、
俎
豆
既
陳
、
聞
天
子
崩
后
之
喪
、
君
薨

夫
人
之
喪
、
如
之
何
。
孔
子
曰
、
廢
。
自
薨
比
至
于
殯
、
自
啓
至
于
反

哭
、
奉
帥
天
子
。

曾
子
が
質
問
し
て
言
う
、
諸
侯
が
社
稷
を
祭
る
の
に
、
供
え
物
の
陳
列
を
終
え
た
後
に
、

天
子
の
崩
御
や
皇
后
の
死
亡
、
君
の
薨
去
や
夫
人
の
死
亡
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
ら
、
ど

う
い
た
し
ま
す
か
。
孔
子
は
言
う
、
廃
せ
。
薨
去
か
ら
殯
（
か
り
も
が
り
）
に
至
る
あ

い
だ
、
（
殯
を
）
啓
い
て
（
埋
葬
し
）
反
り
哭
す
る
に
至
る
あ
い
だ
は
、
天
子
（
の
五
祀

の
場
合
）
に
準
じ
（
て
祭
祀
を
中
止
せ
）
よ
。

同
じ
よ
う
な
文
章
で
問
答
を
構
成
し
な
が
ら
も
、
前
者
に
は
後
者
の
傍
線
部
に

当
た
る
部
分
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
部
分
に
当
た
る
の
が
１
２
―
５
の

天
子
崩
、
未
殯
、
五
祀
之
祭
不
行
。
既
殯
而
祭
。
其
祭
也
、
尸
入
、
三

飯
不
侑
、
酳
不
酢
而
已
矣
。
自
啓
至
于
反
哭
、
五
祀
之
祭
不
行
。
已
葬

而
祭
、
祝
畢
獻
而
已
。

天
子
が
崩
御
し
、
ま
だ
殯
し
て
い
な
い
あ
い
だ
は
、
五
祀
の
祭
は
行
わ
な
い
。
す
で
に

殯
す
れ
ば
祭
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
祭
り
で
は
、
尸
（
か
た
し
ろ
）
が
入
っ
て
か
ら

は
、
（
尸
が
）
三
た
び
飯
を
口
に
す
る
の
み
で
（
祝
が
さ
ら
に
飯
を
）
勧
め
る
こ
と
は
せ

ず
、
主
人
が
尸
に
酒
を
勧
め
る
の
み
で
返
杯
（
以
後
の
礼
）
は
し
な
い
の
だ
。
（
殯
を
）

啓
い
て
（
埋
葬
し
）
反
り
哭
す
る
に
至
る
ま
で
は
、
五
祀
の
祭
は
行
わ
な
い
。
す
で
に

埋
葬
す
れ
ば
祭
る
の
で
あ
る
が
、（
そ
の
場
合
は
）
祝
が
献
杯
を
受
け
て
飲
み
終
え
る
（
ま

で
の
礼
を
行
う
）
だ
け
に
す
る
。

『礼記』曾子問篇初探（末永）
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で
あ
る
。
こ
の
１
２
―
３
に
続
く
べ
き
文
章
が
今
本
で
は
誤
っ
て
１
２
―
４
の

後
ろ
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
の
錯
簡
の
状
況
を
考
え

る
な
ら
ば
、
本
来
１
２
―
３
→
１
２
―
５
→
１
２
―
６
→
１
２
―
４
で
あ
っ
た

も
の
が
、
１
２
―
５
と
１
２
―
６
の
三
簡
（
一
〇
一
字
）
と
１
２
―
４
の
一
簡

（
三
三
字
）
が
入
れ
替
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
推
定
が
正
し
い
と

す
れ
ば
、
も
と
も
と
の
曾
子
問
篇
に
は
、
「
曾
子
問
曰
」
（
ま
た
は
「
子
游
／

子
夏
問
曰
」
）
「
孔
子
曰
」
を
と
も
に
欠
く
節
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
な
る
と
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
弟
子
の
質
問
の
語
を
冠
さ
ず
に
、「
孔

子
曰
」
か
ら
始
ま
る
節
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
こ
れ
ら
の
節
に
は
内
容

的
に
共
通
し
た
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
の
多
く
の
節
と
は
異
な
り
、
い

ず
れ
も
変
礼
に
つ
い
て
論
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
多
く
は
、
前

後
の
節
と
の
関
連
で
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
２
の
告
祭
の
礼
は
、

正
義1

8
-
6
b
7

が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
１
に
見
え
る
世
子
の
名
を
社
稷
宗

廟
山
川
に
告
げ
る
礼
と
の
関
連
で
こ
こ
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
２
３

－
２
の
公
の
尸
た
る
礼
も
、
手
前
の
問
答
が
卿
大
夫
が
公
の
尸
と
な
る
場
合
で

の
変
礼
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
付
随
し
て
こ
こ
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
４
の
宗
子
に
関
す
る
規
定
も
、
王
氏
の
推
定
が
正
し
い
の
で
あ

れ
ば
、
１
６
に
付
け
足
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
後
節
の
問
答
を
導

く
の
が
８
―
３
で
、
そ
こ
に
見
え
る
「
三
月
に
し
て
廟
見
す
」
云
々
が
、
次
の

８
―
４
に
お
け
る
曾
子
の
問
い
「

女

未
だ
廟
見
せ
ず
し
て
死
す
れ
ば
、
則
ち

む
す
め

之
を
如
何
せ
ん
」
を
導
く
形
に
な
っ
て
い
る
（
１
８
）
。
１
９
―
２
が
例
外
的
に
「
孔

子
曰
」
か
ら
始
ま
る
の
も
、
こ
こ
で
孔
子
に
「
陰
厭
有
り
、
陽
厭
有
り
」
と
語

ら
せ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
曾
子
の
問
い
を
誘
発
さ
せ
る
が
た
め
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
「
孔
子
曰
」
云
々
が
後
の
付
加
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
曾
子
問

篇
の
成
立
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
に
わ
か
に
断
じ
難
い

が
、
こ
れ
ら
の
節
が
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
理
由
を
見
出
す
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

困
難
で
は
な
い
。

た
だ
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
が
、
「
孔
子
曰
」
を
冠
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と

上
で
推
定
し
た
、
誄
に
つ
い
て
の
１
５
で
あ
る
。
『
白
虎
通
』
に
残
さ
れ
た
佚

文
①
を
加
え
て
も
、
こ
れ
が
変
礼
に
つ
い
て
議
論
し
た
も
の
の
よ
う
に
は
見
え

な
い
し
、
誄
に
関
す
る
問
答
は
曾
子
問
篇
に
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
他
の
問

答
に
付
随
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
誄
に
関
す
る

変
礼
に
つ
い
て
の
曾
子
の
問
い
が
も
と
も
と
は
冒
頭
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
対
す

る
孔
子
の
答
え
の
一
部
が
残
さ
れ
た
だ
け
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
本
の
曾

子
問
篇
に
あ
っ
て
異
質
な
部
分
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
は
確
か
で
あ

る
。
本
来
別
の
資
料
で
あ
っ
た
も
の
が
何
ら
か
の
理
由
で
曾
子
問
篇
に
紛
れ
込

ん
だ
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
別
資
料
の
混
入
と
見
る
の
で

あ
れ
ば
、
問
題
と
な
る
の
は
、
上
に
引
い
た
『
白
虎
通
』
所
引
の
佚
文
の
②
以

下
も
ま
た
変
礼
に
つ
い
て
の
議
論
の
一
部
で
あ
っ
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
点
で

あ
る
。
前
後
の
文
章
を
欠
い
て
い
る
の
で
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、

こ
れ
ら
も
ま
た
今
本
の
曾
子
問
篇
と
は
異
質
な
要
素
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
真
に
曾
子
問
篇
の
内
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

漢
人
の
見
た
曾
子
問
篇
に
は
変
礼
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
記
述
も
少
な
か
ら

ず
含
ま
れ
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
い
は
、
武
内
義
雄
氏
が
推
定
さ
れ
た
よ
う
に
（
１
９
）

、
『
白
虎
通
』
所
引

の
佚
文
は
『
礼
記
』
曾
子
問
篇
の
そ
れ
で
は
な
く
、
『
大
戴
礼
記
』
佚
篇
の
曾

子
問
篇
の
佚
文
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
曾
子
問
篇
の
内
容
は
異
な
っ
て
い
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
も
は
や
論
証
不
可
能
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な
こ
と
が
ら
に
属
す
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
行
わ
ず
、

今
本
に
よ
る
限
り
、
曾
子
問
篇
は
、
曾
子
（
ま
た
は
子
游
・
子
夏
）
と
孔
子
と

の
問
答
の
集
積
か
ら
成
り
、
時
に
「
孔
子
曰
」
か
ら
始
ま
り
問
答
の
形
を
と
ら

な
い
節
を
含
む
も
の
の
、
１
５
の
誄
に
関
す
る
一
節
を
除
け
ば
、
前
後
の
問
答

と
の
関
連
で
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
得
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
を
確
認
し
て
、

議
論
を
前
に
進
め
た
い
。

＊
＊
＊
＊
＊

さ
て
、
問
答
の
形
を
と
る
節
に
限
れ
ば
、
曾
子
問
篇
は
そ
の
多
く
が
変
礼
を

議
論
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
（
２
０
）
、
こ
の
よ
う
に
言
う
た
め

に
は
変
礼
に
つ
い
て
も
う
少
し
明
確
に
定
義
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。「
変
礼
」

の
語
の
初
出
と
し
て
は
、
『
春
秋
繁
露
』
玉
英
篇
の

春
秋
有
經
禮
有
變
禮
。
爲
如
安
性
平
心
者
、
經
禮
也
。
至
有
於
性
雖
不

安
、
於
心
雖
不
平
、
於
道
無
以
易
之
、
此
變
禮
也
。

『
春
秋
』
に
は
「
経
礼
」
と
「
変
礼
」
と
が
あ
る
。
（
そ
れ
を
）
行
っ
て
人
の
性
に
か
な

い
人
の
心
に
お
だ
や
か
で
あ
る
も
の
が
、
「
経
礼
」
で
あ
る
。
人
の
性
に
か
な
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
し
、
人
の
心
に
お
だ
や
か
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
道
理
と
し
て
そ

れ
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
、
こ
れ
が
「
変
礼
」
で
あ
る
。

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
曾
子
問
篇
の
変
礼
を
論
じ
る
に
は
抽
象
的
に

過
ぎ
る
。
曾
子
問
篇
の
変
礼
を
考
え
る
上
で
ま
ず
念
頭
に
置
く
べ
き
は
次
の
『
儀

礼
』
聘
礼
疏2

3
-
1
1
a
7

の
用
例
で
あ
ろ
う
。

此
以
下
論
或
遭
主
國
君
喪
、
或
聘
君
薨
於
後
、
或
使
者
與
介
身
卒
。
安

不
忘
危
、
故
見
此
非
常
之
事
。
從
此
盡
練
冠
以
受
、
論
主
國
君
或
夫
人

薨
、
或
世
子
死
、
行
變
禮
之
事
（
２
１
）
。

こ
れ
よ
り
以
下
は
、
あ
る
い
は
（
ホ
ス
ト
側
で
あ
る
）
主
国
の
君
の
喪
に
遭
い
、
あ
る

い
は
（
使
者
を
遣
わ
し
た
側
の
）
聘
君
が
（
使
者
の
出
発
の
）
後
に
薨
去
し
、
あ
る
い

は
使
者
や
介
添
え
の
者
自
身
が
亡
く
な
る
場
合
を
論
じ
て
い
る
。
「
安
に
し
て
危
を
忘
れ

ず
」
（
『
周
易
』
繋
辞
下
伝8

-
1
2
a

）
、
だ
か
ら
こ
れ
ら
非
常
の
事
を
示
し
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
か
ら
「
練
冠
以
て
受
く
」
（1

2
b
1

）
ま
で
は
、
主
国
の
君
や
夫
人
が
薨
去
し
た
り
、

あ
る
い
は
世
子
が
亡
く
な
っ
た
り
し
て
、
「
変
礼
」
を
行
う
場
合
の
事
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。

こ
こ
で
「
此
以
下
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
『
儀
礼
』
聘
礼

に
お
い
て
、
そ
の
関
係
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
礼
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
部

分
で
、
つ
ま
り
は
聘
礼
と
喪
礼
が
重
複
し
た
場
合
の
対
処
を
説
い
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
場
合
に
は
、
通
常
ど
お
り
の
聘
礼
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、

そ
の
礼
の
形
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
変
形
さ
れ
た
礼

を
賈
公
彦
は
「
変
礼
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
直
接
に
議
論
さ
れ
て
い
る

の
は
聘
礼
と
喪
礼
の
重
複
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
一
般
化
し
て
、
「
二
つ
の
礼
が

重
複
し
た
場
合
の
対
処
」
が
変
礼
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
「
二
つ
の
礼
の
重
複
」
と
い
っ
て
も
、
礼
を
行
う
日
程
を
あ
ら
か
じ

め
定
め
得
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
そ
の
重
複
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
、
あ
ま
り
問
題
と
な
ら
な
い
。
多
く
問
題
と
な
る
の
は
、
出
生
や
死
亡
と

い
っ
た
、
そ
れ
が
い
つ
起
こ
る
の
か
を
事
前
に
予
測
で
き
な
い
―
―
そ
の
意
味

で
「
不
測
」
の
―
―
出
来
事
に
つ
い
て
の
礼
が
他
礼
と
重
複
す
る
場
合
で
あ
り
、

上
の
賈
公
彦
に
よ
る
「
変
礼
」
の
用
例
も
こ
の
場
合
に
属
す
る
。
曾
子
問
篇
で

は
、
礼
の
履
行
に
お
い
て
火
災
や
日
食
と
い
っ
た
不
測
の
出
来
事
（
２
２
）

が
生

じ
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て
も
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
予
測
不
可

『礼記』曾子問篇初探（末永）
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能
性
に
重
点
を
置
い
た
形
の
も
の
も
変
礼
の
定
義
に
含
め
て
お
く
の
が
便
利
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

変
礼
①
＝
二
つ
の
礼
が
重
複
し
た
場
合
の
対
処

変
礼
②
＝
礼
の
履
行
に
お
い
て
不
測
の
事
態
（
２
３
）

が
生
じ
た
場
合
の
対
処

を
こ
こ
で
の
変
礼
の
定
義
（
狭
義
）
と
し
た
い
。
両
者
は
「
ま
た
は
」
で
結
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
排
他
的
で
は
な
く
、
変
礼
①
を
満
た
す
も
の
は
、
そ
の

重
複
が
不
測
の
事
態
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
変
礼
②
も
満
た
す
こ
と
に
な
る
。

変
礼
の
よ
り
一
般
的
な
定
義
は
「
不
合
典
常
、
適
応
特
殊
状
況
而
設
的
儀
礼
（
常

法
と
は
異
な
り
、
特
殊
な
状
況
に
適
応
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
儀
礼
）
」（
『
漢

語
大
詞
典
』
）
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
で
は
か
な
り
限
定
さ
れ
た
意
味
で
「
変

礼
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
限
定
さ
れ
た
意
味
に
お
け
る
変
礼

の
議
論
が
曾
子
問
篇
の
問
答
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

１
の
「
君
の
没
後
に
世
子
が
生
ま
れ
た
場
合
」
は
喪
礼
と
生
誕
の
礼
が
重

複
し
た
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
５
は
冠
礼
と
喪
礼
の
、
８
は
婚
礼
と

喪
礼
の
重
複
で
あ
る
。
１
２
の
「
祭
祀
や
礼
を
中
止
す
る
事
例
」
の
一
部
も
、

祭
礼
や
覲
礼
・
相
見
礼
と
喪
礼
の
重
複
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
１
も
直
接

に
主
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
公
館
・
私
館
の
定
義
に
過
ぎ
な
い
が
、
問
い
の
冒

頭
に
「
君
の
為
に
使
ひ
し
て
舍
に
卒
す
」
と
見
え
て
い
る
か
ら
、
聘
礼
と
喪
礼

が
重
複
し
た
場
合
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
２
３
も
公

の
祭
礼
と
、
そ
こ
で
尸
と
な
る
卿
大
夫
の
喪
礼
と
の
重
複
で
あ
る
と
言
え
る
。

二
つ
の
喪
礼
が
重
複
す
る
も
の
と
し
て
は
、
３
の
親
族
の
喪
礼
の
重
複
、

１
４
、
１
７
の
君
喪
と
私
喪
の
重
複
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
７
の
「
饋

奠
の
事
や
祭
礼
に
参
与
で
き
る
条
件
」
や
１
３
の
「
三
年
の
喪
中
に
、
他
の
弔

問
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
も
自
己
の
喪
礼
と
他
者
の
喪
礼
も
し
く
は
祭

礼
と
の
重
複
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
は
変
礼
①
の
定
義
を
満
た
す
例
で
あ
る

が
、
７
を
除
い
て
は
変
礼
②
の
定
義
も
満
た
し
て
い
る
。

変
礼
②
の
み
を
満
た
す
も
の
と
し
て
は
、
１
２
の
「
祭
祀
や
礼
を
中
止
す
る

事
例
」
の
内
の
火
災
や
日
食
に
関
す
る
も
の
、
お
よ
び
２
０
の
「
柩
を
引
く
途

上
で
日
食
に
な
っ
た
場
合
」
を
指
摘
で
き
る
。
以
上
が
変
礼
に
関
す
る
問
答
で

あ
り
、
曾
子
問
篇
の
中
核
を
な
し
、
こ
の
篇
を
も
っ
と
も
特
徴
づ
け
る
も
の
で

あ
る
。

そ
れ
以
外
の
問
答
で
目
立
つ
の
は
、
非
礼
や
そ
の
由
来
に
つ
い
て
論
じ
る
も

の
で
あ
る
。
６
で
は
小
祥
に
旅
酬
が
無
い
こ
と
を
言
い
、
魯
の
昭
公
が
小
祥
で

旅
酬
を
行
い
、
孝
公
が
大
祥
に
旅
酬
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
非
礼
と
し
て
挙

げ
ら
れ
、
９
で
は
喪
に
二
孤
（
二
人
の
喪
主
）
が
あ
る
の
と
廟
に
二
主
が
あ
る

の
が
非
礼
と
さ
れ
、
後
者
が
斉
の
桓
公
、
前
者
が
魯
の
季
康
子
に
始
ま
る
こ
と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
問
い
手
が
子
游
で
あ
る
１
１
で
も
、

諸
侯
が
慈
母
の
喪
に
服
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
て
、
こ
の
非
礼
を
始
め

た
魯
の
昭
公
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
引
か
れ
る
。
下
殤
の
埋
葬
法
に
つ
い
て
老
聃
か

ら
の
伝
聞
を
引
い
て
「
下
殤
に
棺
衣
を
用
ひ
て
棺
む
る
は
、
史
佚
よ
り
始
ま
る

お
さ

な
り
」
で
結
ぶ
２
２
も
、
鄭
玄
が
解
す
る
よ
う
に
こ
れ
が
非
礼
の
由
来
を
説
く

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
（
２
４
）
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
例
と
な
ろ
う
。

問
い
手
が
子
夏
で
あ
る
２
４
も
、
非
礼
の
由
来
を
説
く
と
は
言
え
な
い
も
の

の
、
今
の
非
礼
を
非
難
し
て
い
る
と
い
う
点
で
こ
れ
ら
に
類
す
る
と
言
え
る
。

そ
こ
で
は
、
三
年
の
喪
で
卒
哭
後
に
金
革
の
事
に
与
れ
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、

老
聃
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
「
昔
者
魯
公
伯
禽
た
め
に
す
る
有
り
て
之
を
為
す
」
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を
引
き
、
こ
の
伯
禽
の
挙
は
是
認
し
つ
つ
も
、
そ
の
挙
を
ま
ね
る
「
今
の
三
年

の
喪
を
以
て
其
の
利
に
従
ふ
者
」
が
非
難
さ
れ
て
い
る
。
１
８
―
３
で
庶
子
の

祭
祀
を
論
じ
て
、
そ
の
あ
る
べ
き
義
を
守
る
「
子
游
の
徒
」
と
異
な
る
と
し
て
、

「
今
の
祭
る
者
」
を
非
難
す
る
も
の
も
同
様
の
例
に
加
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
問
答
は
非
礼
を
論
ず
る
点
で
、
そ
の
内
容
か
ら
上
述
の
変
礼
を
論

ず
る
問
答
と
区
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
非
礼
に
関
す
る
個
人
名
が
記
さ
れ
、
時
に

そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
比
較
的
長
文
で
語
ら
れ
て
い
る
点
で
も
、
変
礼
を
論
ず
る

部
分
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
つ
。
特
に
、
９
、
１
１
、
２
２
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
は
、
そ
れ
だ
け
が
切
り
離
さ
れ
れ
ば
、
檀
弓
篇
あ
た
り
に
し
ば
し
ば
見
え
る

非
礼
の
由
来
の
記
述
と
ま
っ
た
く
区
別
が
つ
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
上
記
の
変
礼
を
論
ず
る
部
分
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
て
お
ら
ず
、
例
外
的
に

２
０
で
孔
子
が
老
聃
に
従
っ
て
助
葬
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
曾
子
と
孔
子
以
外
の
個
人
名
が
出
て
く
る
の
も
こ
の
２
０
に
限
ら
れ

る
。
こ
れ
は
変
礼
の
議
論
で
あ
つ
か
っ
て
い
る
状
況
が
、
現
実
に
は
非
常
に
ま

れ
に
起
こ
る
も
の
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
適
当
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
そ
も
そ
も
存

在
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
見
え
る
変
礼
の
議
論

が
現
実
か
ら
の
要
請
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
分
に
観
念
的
に
構

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後

に
論
ず
る
と
し
て
、
残
る
問
答
は
、
１
０
、
１
６
、
１
８
、
１
９
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
総
じ
て
、
比
較
的
ま
れ
な
状
況
に
お
け
る
礼
を
語
っ
た
も
の
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
１
６
の
「
喪
備
を
し
て
国
外
に
出
た
君
が
国
外
で
亡
く
な
っ

た
場
合
」
が
、
そ
の
よ
う
な
礼
に
属
す
る
の
は
見
や
す
い
。
１
０
―
１
で
中
心

的
に
議
論
さ
れ
る
の
も
廟
を
虚
主
に
す
る
場
合
で
、
「
唯
だ
天
子
崩
じ
、
諸
侯

薨
ず
る
と
、
其
の
国
を
去
る
と
、
祖
に
祫
祭
す
る
と
」
が
そ
れ
に
当
た
る
か
ら
、

比
較
的
ま
れ
な
状
況
で
あ
る
と
言
え
る
し
、
１
０
―
２
の
「
遷
主
が
無
い
場
合
」

も
特
殊
な
状
況
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
１
８
の
「
庶
子
の
祭
祀
」
も
、
１
８
－

１
の
「
宗
子
が
士
、
庶
子
が
大
夫
で
あ
っ
た
場
合
」
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な
い

か
も
知
れ
な
い
が
、
１
８
―
２
以
下
で
論
ず
る
「
宗
子
が
罪
を
得
て
、
他
国
に

居
る
場
合
」
は
よ
く
あ
る
事
態
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
１
９
で
論
じ
ら
れ

る
「
厭
祭
」
も
夭
折
し
た
適
子
等
へ
の
祭
り
で
あ
る
か
ら
（
２
５
）
、
頻
繁
に
生
ず

る
事
態
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
上
で
言
う
狭
義
の
意
味
で
の
変
礼
に
は

当
た
ら
な
い
も
の
の
、
比
較
的
ま
れ
な
状
況
へ
の
対
処
と
い
う
点
に
お
い
て
、

変
礼
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
曾
子
問
篇
で
問
答
の
形
を
取
る
節
は
、
ほ
ぼ
、
①
変
礼
（
狭
義
）

に
つ
い
て
の
議
論
、
②
非
礼
に
つ
い
て
の
議
論
、
③
礼
の
ま
れ
な
る
も
の
に
つ

い
て
の
議
論
の
三
者
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
①
、
③
は
と
も
に

何
が
適
礼
で
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
の
が
難
し
い
比
較
的
ま
れ
な
状
況
に
つ
い

て
の
議
論
で
あ
る
と
言
え
る
し
、
②
の
非
礼
も
、
こ
れ
が
適
礼
と
紛
ら
わ
し
い

も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
三
者
と
も
に
、
何
が
適
礼
で
あ
る
の
か
を
知
り
難
い
状
況
に
関
す
る
議
論

で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
篇
の
ほ
ぼ
全
体
が
こ
の
種
の
議
論
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
問
答
の
大
半
が
曾
子
と
孔
子
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
形
式
の
統
一
性
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
曾
子
問
篇
の
一
篇
と
し
て
の
ま

と
ま
り
を
感
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、
こ
の

篇
が
あ
る
作
者
（
あ
る
い
は
作
者
集
団
、
以
下
同
じ
）
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
る
編
者
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。

『礼記』曾子問篇初探（末永）
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今
本
の
全
体
す
べ
て
が
あ
る
特
定
の
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
な

い
こ
と
は
、
そ
こ
に
例
外
的
に
子
游
や
子
夏
を
問
者
に
す
る
問
答
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
他
の
す
べ
て
の
問
者
を
曾
子
に
設
定
し
て
い

る
の
に
、
こ
の
篇
の
作
者
が
、
こ
の
二
つ
の
問
答
だ
け
を
、
子
游
と
子
夏
を
問

者
に
仕
立
て
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
。
こ
の
二
つ
の
問
答
は

も
と
も
と
こ
の
二
人
を
問
者
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
曾
子
問
篇
に
取
り
込
ま

れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
ら
ば
、
曾
子
を
問
者
と
す
る
問
答
も
、
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
問
答
が

あ
っ
て
、
こ
の
篇
の
編
者
が
そ
れ
を
蒐
集
し
た
の
か
、
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ

う
と
は
思
え
な
い
。
曾
子
問
篇
を
特
徴
付
け
る
「
曾
子
問
曰
、
…
。
孔
子
曰
、

…
」
と
い
う
形
式
を
持
つ
曾
子
―
孔
子
問
答
が
他
文
献
に
ほ
と
ん
ど
見
え
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
形
式
の
問
答
は
、
先
秦
文
献
お
よ
び
曾
子
問
篇
を
除

く
両
戴
記
に
お
い
て
は
、
次
の
『
礼
記
』
雑
記
下
篇4

2
-
4
a

の
一
例
を
指
摘
で

き
る
だ
け
で
あ
る
。

曾
子
問
曰
、
卿
大
夫
將
爲
尸
於
公
、
受
宿
矣
、
而
有
齊
衰
内
喪
、
則
如

之
何
。
孔
子
曰
、
出
舍
乎
公
宮
、
以
待
事
、
禮
也
。
孔
子
曰
、
尸
弁
冕

而
出
、
卿
大
夫
士
皆
下
之
、
尸
必
式
。
必
有
前
驅
。

曾
子
が
質
問
し
て
言
う
、
卿
大
夫
が
公
の
た
め
に
尸
（
か
た
し
ろ
）
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
、
（
す
で
に
）
物
忌
み
の
命
を
受
け
て
か
ら
、
同
居
の
者
の
斉
衰
の
喪
が
あ
っ
た
な

ら
ば
、
ど
う
い
た
し
ま
す
か
。
孔
子
は
言
う
、
（
自
宅
を
）
出
て
公
宮
に
止
宿
し
て
、
祭

事
を
待
つ
の
が
、
礼
だ
。
孔
子
は
言
う
、
（
公
の
祭
祀
の
）
尸
が
弁
や
冕
を
付
け
て
外
出

す
れ
ば
、
卿
大
夫
士
は
皆
な
（
車
か
ら
）
下
り
（
て
表
敬
し
）
、
尸
は
必
ず
（
車
上
の
横

木
に
つ
か
ま
っ
て
会
釈
す
る
）
式
の
答
礼
を
行
う
。
（
尸
の
外
出
に
は
）
必
ず
露
払
い
の

先
駆
が
付
く
。

し
か
も
、
こ
れ
は
曾
子
問
篇
の
２
３
と
同
文
（
２
６
）

で
あ
る
。
曾
子
問
篇
の
編

者
が
選
ん
だ
資
料
が
ま
た
雑
記
篇
に
も
取
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
、
曾
子
問
篇
の

編
者
が
雑
記
篇
か
ら
こ
の
文
章
を
取
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
こ
の
形
式
の
問
答
が
曾
子
問
篇
と
こ
こ
に
し
か
見
え
な
い
こ
と
を
考

慮
す
る
な
ら
ば
（
２
７
）
、
雑
記
篇
が
曾
子
問
篇
か
ら
取
っ
た
と
見
る
の
が
素
直
で

あ
ろ
う
（
２
８
）
。

こ
の
形
式
に
限
定
し
な
く
て
も
、
曾
子
問
篇
の
問
答
と
内
容
的
に
重
複
す
る

曾
子
―
孔
子
問
答
は
、
他
の
先
秦
文
献
お
よ
び
両
戴
記
の
篇
に
見
え
て
い
な
い

か
ら
、
曾
子
問
篇
の
編
者
が
先
行
す
る
曾
子
―
孔
子
問
答
か
ら
取
捨
選
択
を
し

て
こ
の
篇
を
編
ん
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
す
べ
て
の
問
答
が
そ
う
で
あ
る
と
ま

で
は
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
問
答
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
は
こ
の
篇
の
作

者
の
創
作
に
か
か
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
２
９
）
。

と
は
い
え
、
そ
の
問
答
を
構
成
す
る
素
材
が
他
か
ら
全
く
取
ら
れ
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
次
に
示
す
曾
子
問
篇
２

１
の
問
答
で
あ
る
。

曾
子
問
曰
、
爲
君
使
而
卒
於
舍
。
禮
曰
、
公
館
復
、
私
館
不
復
。
凡
所

使
之
國
、
有
司
所
授
舍
、
則
公
館
已
。
何
謂
私
館
不
復
也
。
孔
子
曰
、

善
乎
問
之
也
。
自
卿
大
夫
士
（
３
０
）

之
家
曰
私
館
。
公
館
與
公
所
爲
曰
公

館
。
公
館
復
、
此
之
謂
也
。

曾
子
が
質
問
し
て
言
う
、
君
の
た
め
に
使
者
と
な
り
（
他
国
の
）
宿
泊
所
で
亡
く
な
っ

た
場
合
に
つ
い
て
、
礼
で
は
、
「
公
館
で
は
復
（
魂
呼
ば
い
）
を
し
、
私
館
で
は
復
を
し

な
い
」
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
使
者
と
な
っ
（
て
赴
い
）
た
国
で
、
（
そ
の
国
の
）
役
人

が
用
意
し
た
宿
泊
所
は
、
す
べ
て
「
公
館
」
の
は
ず
で
す
。
「
私
館
で
は
復
を
し
な
い
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
孔
子
は
言
う
、
よ
い
問
い
だ
。
（
役
人
に
用
意
さ
れ
た
の
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で
は
な
く
私
的
に
宿
泊
す
る
）
卿
大
夫
士
以
下
の
家
を
「
私
館
」
と
言
う
の
だ
。
官
舎

と
公
が
（
宿
泊
用
に
）
定
め
た
も
の
を
「
公
館
」
と
言
う
。
「
公
館
で
は
復
を
す
る
」
と

は
こ
う
い
う
こ
と
だ
。

こ
こ
で
「
禮
曰
」
と
引
か
れ
て
い
る
も
の
が
、
『
礼
記
』
喪
大
記
篇4

4
-
3
b

に

其
爲
賓
、
則
公
館
復
、
私
館
不
復
。

（
他
国
に
）
賓
と
な
っ
た
場
合
、
公
館
で
は
復
を
し
、
私
館
で
は
復
を
し
な
い
。

と
見
え
、
ま
た
雑
記
上
篇4

1
-
1
3
a
3

に

爲
君
使
而
死
、
於
公
館
復
、
私
館
不
復
。
公
館
者
、
公
宮
與
公
所
爲
也
。

私
館
者
、
自
卿
大
夫
以
下
之
家
也
。

君
の
た
め
に
使
者
と
な
り
（
他
国
で
）
亡
く
な
っ
た
場
合
、
公
館
で
は
復
を
し
、
私
館

で
は
復
を
し
な
い
。
「
公
館
」
と
は
、
公
の
宮
殿
と
公
が
（
宿
泊
用
に
）
定
め
た
も
の
の

こ
と
で
あ
り
、
「
私
館
」
は
、
（
私
的
に
宿
泊
す
る
）
卿
大
夫
以
下
の
家
の
こ
と
で
あ
る
。

と
見
え
て
お
り
、
特
に
後
者
は
曾
子
問
篇
の
こ
の
部
分
と
同
一
の
内
容
を
語
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
喪
大
記
篇
の
規
定
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
こ
に
見
え
る
公
館
・

私
館
の
定
義
が
問
題
と
さ
れ
て
、
雑
記
上
篇
の
記
述
や
曾
子
問
篇
の
問
答
が
導

か
れ
た
と
い
う
の
は
見
や
す
い
で
あ
ろ
う
（
３
１
）
。
問
題
は
後
二
者
の
先
後
で
あ

る
。
曾
子
問
篇
の
問
答
体
が
崩
さ
れ
て
礼
の
規
定
に
関
す
る
記
述
だ
け
が
抜
き

出
さ
れ
て
雑
記
篇
の
記
述
の
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ

の
可
能
性
が
低
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
上
に
引
い
た
雑
記
下
篇
の
一
節

の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
一
節
の
前
後
の
節
も
変
礼
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
節
は
問
答
体
の
形
を
取
っ
て
い
な
い
。
雑
記
篇
の
編
者
に
と
っ
て
、

そ
の
問
答
体
を
崩
し
て
、
前
後
の
節
の
文
体
に
合
わ
せ
て
、
「
卿
大
夫
將
爲
尸

於
公
、
受
宿
矣
、
而
有
齊
衰
内
喪
、
則
出
舍
乎
公
宮
、
以
待
事
、
禮
也
。
…
」

の
よ
う
な
形
に
す
る
こ
と
は
容
易
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
雑
記
篇
の
編
者
が
そ
の
依
拠
し
た
原
資

料
に
あ
ま
り
手
を
加
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
公
館
・

私
館
の
定
義
に
関
す
る
記
述
も
、
曾
子
問
篇
の
問
答
体
を
崩
し
た
も
の
で
は
な

く
、
雑
記
篇
の
依
拠
し
た
資
料
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
ら
ば
、
王
夢
鴎
氏
が
推
定
す
る
よ
う
に
（
３
２
）
、
雑
記
上
篇
の
記
述
が
先
で
、

そ
れ
を
も
と
に
曾
子
問
篇
の
問
答
が
構
成
さ
れ
た
と
す
る
の
が
素
直
で
あ
ろ

う
。以

上
の
推
論
が
大
筋
で
正
し
い
と
す
れ
ば
、
曾
子
問
篇
２
３
で
は
曾
子
問
篇

の
先
行
が
、
曾
子
問
篇
２
１
で
は
雑
記
篇
の
先
行
が
導
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

両
者
は
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
が
（
３
３
）
、
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
雜
記
篇
の
資

料
的
性
格
で
あ
ろ
う
。
雜
記
篇
は
鄭
玄
が
「
名
づ
け
て
雑
記
と
曰
ふ
は
、
其
の

諸
侯
以
下
、
士
に
至
る
の
喪
事
を
雑
記
す
る
を
以
て
な
り
」
（
『
礼
記
正
義
』4

0
-
1
a
4

引
く
『
鄭
目
録
』
）
と
言
う
よ
う
に
、
喪
礼
に
関
す
る
記
述
を
雑
纂
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
、
ス
タ
イ
ル
と
も
に
全
体
が
統
一
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
文
献
に
対
し
て
は
、
そ
の
文
献
全
体
の
編

纂
時
期
と
、
そ
れ
が
依
拠
し
た
個
々
の
資
料
の
成
立
時
期
を
区
別
し
て
論
じ
る

必
要
が
あ
る
。
上
の
「
矛
盾
」
も
、
雑
記
篇
の
編
纂
時
期
は
曾
子
問
篇
に
後
れ

る
も
の
の
、
そ
の
依
拠
し
た
資
料
に
は
曾
子
篇
に
先
行
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

話
を
曾
子
問
篇
に
戻
す
と
し
て
、
こ
こ
で
付
言
し
て
お
く
べ
き
は
、
こ
の
篇

の
曾
子
―
孔
子
問
答
が
『
孔
子
家
語
』
（
以
下
、
『
家
語
』
と
略
称
）
に
一
切

取
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
游
や
子
夏
を
問
者
と
す
る
二
つ
の
問

答
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
『
家
語
』
の
曲
礼
子
夏
問
篇
に
見
え
て
い
る
点
で
あ
る
（
３
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４
）
。
こ
れ
ら
の
問
答
が
曾
子
問
篇
か
ら
選
択
的
に
引
き
抜
か
れ
た
可
能
性
を
完

全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
曾
子
問
篇
の
大
半
を
占
め
る
曾
子

―
孔
子
問
答
が
『
家
語
』
に
一
つ
も
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
『
家

語
』
は
曾
子
問
篇
を
そ
の
素
材
と
し
て
い
な
い
と
見
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。

子
游
や
子
夏
を
問
者
と
す
る
二
つ
の
問
答
も
、
曾
子
問
篇
以
外
の
資
料
か
ら
引

き
抜
か
れ
て
『
家
語
』
に
収
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
資

料
（
ま
た
は
そ
の
資
料
が
依
拠
し
た
も
の
）
は
ま
た
曾
子
問
篇
の
こ
の
二
つ
の

問
答
の
素
材
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
し
、
こ
の
二
つ
の
問
答
が
曾
子

問
篇
の
作
者
に
よ
っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
作
者
は
そ
の
素

材
に
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
な
る
。
が
、

こ
の
二
つ
の
問
答
だ
け
が
曾
子
を
問
者
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
な
ら

ば
、
こ
の
取
り
入
れ
が
曾
子
問
篇
の
作
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
す
る
よ
り
は
、

後
の
付
加
に
か
か
る
も
の
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
付
加
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
『
淮
南
子
』
氾

論
篇
に
「
魯
の
昭
公
、
慈
母
有
り
て
之
を
愛
し
、
死
し
て
之
が
為
に
練
冠
す
、

故
に
慈
母
の
服
有
り
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
曾
子
問
篇
１
１
―
―
そ
こ
で
は
慈

母
へ
の
服
喪
が
魯
の
昭
公
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
―
―
に
基
づ
く
の
で
あ
れ

ば
（
３
５
）

、
『
淮
南
子
』
編
纂
の
段
階
で
す
で
に
こ
の
節
が
付
加
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
『
白
虎
通
』
喪
服
篇
に
曾
子
問
篇
２
４
の
子
夏
―
孔
子
問

答
の
引
用
が
「
曾
子
問
曰
」
を
冠
し
た
形
で
見
え
て
い
る
か
ら
、
漢
人
の
見
た

曾
子
問
篇
に
は
こ
れ
ら
の
問
答
が
す
で
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
問
答
が
後
の
付
加
に
か
か
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
問
答
と
同
じ
く
非
礼
に
つ
い
て
論
ず
る
節
、
特

に
非
礼
に
つ
い
て
比
較
的
長
文
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
く
９
や
２
２
も
も
と
も
と

の
曾
子
問
篇
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
疑
い
得
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
そ
の
可
能
性
を
疑
い
得
る
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
を
厳
密
に
論

証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
り
に
こ
の
部
分
が
も
と
も
と
の
曾

子
問
篇
か
ら
除
外
し
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
篇
の
作
者
の
問
題
意
識
や
関
心

は
か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
ろ
う
。

上
に
分
類
し
た
②
の
問
答
の
よ
う
に
非
礼
を
論
ず
る
部
分
に
示
さ
れ
て
い
る

の
は
、
（
非
）
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
や
、
過
去
に
お
け
る
（
非
）
礼
の
実

態
に
対
す
る
関
心
で
あ
る
。
現
実
に
行
わ
れ
て
い
る
あ
る
礼
が
正
し
く
な
い
と

考
え
る
か
ら
、
そ
の
非
礼
の
由
来
や
あ
る
べ
き
礼
の
形
を
過
去
に
遡
っ
て
求
め

て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
作
者
の
関
心
は
現
実
に
行
わ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は

現
実
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
礼
に
あ
り
、
現
在
や
過
去
の
礼
の
現
実
が
彼
ら
の

問
題
意
識
を
刺
激
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
上
に
分
類
し
た
①
、

③
の
問
答
の
多
く
は
、
礼
の
現
実
に
突
き
動
か
さ
れ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
の

よ
う
に
見
え
な
い
。
礼
を
行
う
に
際
し
て
現
実
に
直
面
す
る
問
題
に
解
答
を
与

え
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
観
念
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
仮
定
し

て
、
そ
こ
に
理
念
的
、
あ
る
い
は
論
理
的
な
解
答
を
与
え
た
も
の
の
よ
う
に
見

え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
特
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
は
篇
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
、
「
曾
子
問
ひ

て
曰
く
、
君
薨
じ
て
世
子
生
る
れ
ば
、
之
を
如
何
せ
ん
」
か
ら
は
じ
ま
る
問
答

で
、
そ
の
状
況
設
定
自
体
が
非
現
実
的
で
あ
る
。
こ
の
非
現
実
性
に
つ
い
て
、

王
夢
鴎
氏
は

質
以
史
乘
，
自
古
凡
君
位
之
繼
承
，
于
其
國
君
生
前
即
已
明
爭
暗
奪
，

奚
待
其
薨
，
更
奚
待
「
世
子
」
之
生
。
蓋
世
子
未
生
而
繼
統
者
皆
已
定
，

東洋古典學研究 第 49 集 2020



65

繼
統
者
既
有
其
人
，
則
此
「
子
」
雖
生
，
亦
不
名
「
世
子
」
矣
。

史
書
に
鑑
み
る
に
、
昔
か
ら
お
よ
そ
君
位
の
継
承
は
、
国
君
の
生
前
か
ら
す
で
に
明
に

暗
に
あ
ら
そ
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
そ
の
薨
去
を
待
っ
（
て
定
ま
っ
）
た
り

し
よ
う
。
ま
し
て
（
遺
腹
の
）
「
世
子
」
の
生
誕
を
待
っ
た
り
す
る
は
ず
が
な
い
。
思
う

に
世
子
が
ま
だ
生
ま
れ
る
前
に
継
承
者
は
す
で
に
定
ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
継
承

者
が
す
で
に
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
子
」
が
誕
生
し
た
と
し
て
も
、
「
世
子
」
と
名

付
け
る
こ
と
な
ど
な
い
の
だ
。

と
言
う
が
（
３
６
）
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
現
実
的
な
思
考
を
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
死
生
も
雌
雄
も
わ
か
ら
な
い
遺
腹
に
位
を
譲
る
の
を
是
認

す
る
よ
う
な
論
を
立
て
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
権
力
の
空
白
が

生
じ
る
事
態
を
こ
そ
ま
ず
は
避
け
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
権
力
の
空
白

を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
問
答
の
孔
子
の
答
え
で
は
「
攝
主
」
が
語
ら
れ
、

鄭
玄1

8
-
1
a
6

は
「
上
卿
の
君
に
代
り
て
国
政
を
聴
く
も
の
」
と
注
し
て
い
る
が
、

こ
の
意
味
で
の
「
攝
主
」
の
語
も
、
も
ち
ろ
ん
他
経
に
は
見
え
て
い
な
い
。
そ

し
て
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
こ
の
篇
の
作
者
は
さ
ら
に
、
「
如
し
已
に
葬
り
て

世
子
生
る
れ
ば
、
則
ち
之
を
如
何
せ
ん
」
と
曾
子
に
問
わ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。

諸
侯
の
葬
は
薨
去
の
五
か
月
後
で
あ
る
と
観
念
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら

（
３
７
）
、
五
か
月
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
君
位
の
空
白
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
も
ち
ろ
ん
、
理
念
と
し
て
は
遺
腹
で
あ
ろ
う
と
嫡
子
が
位
を
継
ぐ
べ
き
で

あ
ろ
う
し
、
誰
が
後
を
継
ご
う
と
も
、
『
論
語
』
憲
問
篇1

4
-
1
6
a

に
「
君
薨
ず

れ
ば
、
百
官
己
を
総
べ
て
以
て
冢
宰
に
聴
く
こ
と
三
年
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

君
の
服
喪
の
期
間
は
臣
下
が
国
政
を
全
う
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
薨

去
後
の
一
定
期
間
に
君
が
不
在
で
あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
見
え
る
曾
子
の
問
い
が
、
現
実
の
問
題
を
解
決
す
る

も
の
と
し
て
要
請
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
通
常
、
妊
娠
に
気

づ
く
の
は
受
精
後
の
二
三
か
月
で
あ
る
か
ら
、
薨
去
の
五
か
月
以
後
に
世
子
が

生
ま
れ
得
る
の
は
、
夫
人
の
妊
娠
に
気
づ
い
た
後
の
二
三
か
月
の
あ
い
だ
に
君

が
急
逝
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
（
３
８
）
。
現
実
的
な
問
題
云
々
は
別
と
し
て
も
、

人
の
生
理
と
し
て
極
め
て
ま
れ
な
状
況
が
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
い
が
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
篇
の
問
答
の
作
ら
れ

方
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
８
の
「
婚
礼
と
喪
礼
が
重
複
し
た

場
合
」
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
こ
れ
を
例
に
と
れ
ば
、
そ
こ
で
は
納
幣
→
請
期

→
親
迎
と
す
す
む
婚
礼
の
ス
テ
ー
ジ
の
各
段
階
で
、
新
郎
新
婦
の
父
母
が
亡
く

な
っ
た
場
合
や
斉
衰
大
功
の
喪
を
聞
い
た
場
合
が
問
わ
れ
（
８
―
１
、
８
―

２
）
、
請
期
の
後
に
新
郎
ま
た
は
新
婦
が
亡
く
な
っ
た
場
合
が
問
わ
れ
（
８
―

５
）
、
ま
た
舅
姑
が
没
し
て
い
て
、
成
婚
後
三
か
月
に
そ
の
廟
に
見
え
る
前
に

新
婦
が
亡
く
な
っ
た
場
合
が
問
わ
れ
て
い
る
（
８
―
４
）
。
網
羅
的
で
あ
る
と

は
言
え
な
い
も
の
の
、
婚
礼
の
各
ス
テ
ー
ジ
で
起
こ
り
う
る
喪
礼
と
の
重
複
に

つ
い
て
次
々
と
問
い
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
、
親
迎
―
―
『
儀
礼
』

士
昏
礼
で
は
婚
礼
当
日
の
夕
方
に
行
わ
れ
る
と
さ
れ
る
―
―
で
新
郎
が
新
婦
の

家
か
ら
自
分
の
家
に
新
婦
を
連
れ
て
帰
る
途
上
で
、
新
郎
新
婦
の
父
母
の
訃
報

を
聞
く
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
て

い
く
の
で
あ
る
。

新
郎
新
婦
二
人
の
関
係
に
お
い
て
で
は
な
く
、
喪
礼
や
祭
礼
と
の
関
係
で
婚

礼
を
考
え
る
な
ら
ば
、
一
大
分
岐
と
な
る
の
が
親
迎
で
あ
る
。
そ
こ
で
新
婦
が

自
ら
の
父
母
と
別
れ
を
告
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
分
岐
以
前
に
新
郎
新
婦
の

父
母
が
亡
く
な
っ
た
場
合
（
８
―
１
）
を
問
う
て
い
る
以
上
、
論
理
と
し
て
、

こ
の
分
岐
以
後
に
新
郎
新
婦
の
父
母
が
亡
く
な
っ
た
場
合
（
８
―
２
―
１
）
を

『礼記』曾子問篇初探（末永）
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問
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
問
う
な
ら
ば
、
同
じ
状
況

で
斉
衰
以
下
の
喪
を
聞
い
た
場
合
も
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
（
８
―
２
―
２
）
。

こ
れ
ら
の
場
合
は
喪
礼
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
時
に
婚
礼
は
執

り
行
わ
れ
な
い
か
ら
、
喪
が
あ
け
た
後
に
再
び
婚
礼
を
行
う
か
否
か
が
問
題
と

な
っ
て
、
さ
ら
に
こ
れ
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
８
―
２
―
３
）
。
逆
に
婚
礼

後
に
問
題
と
な
り
得
る
の
が
、
新
婦
と
新
た
な
父
母
と
の
関
係
で
あ
る
。
士
昏

礼
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
婚
礼
の
翌
日
に
新
婦
は
舅
姑
に
見
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

舅
姑
が
没
し
て
い
た
場
合
は
、
三
か
月
後
に
舅
姑
の
廟
に
見
え
る
こ
と
に
な
る
。

さ
す
が
の
曾
子
問
篇
も
初
夜
に
新
婦
が
亡
く
な
っ
て
舅
姑
に
見
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
は
問
う
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
三
か
月
の
間
に
新
婦
が
亡
く
な

る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
は
新
婦
が
い
ま
だ
舅
姑
（
の
神
霊
）
に
見
え

て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
、
両
者
の
関
係
が
不
明
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
場

合
を
問
う
の
で
あ
る
（
８
―
４
）
。
そ
れ
に
対
す
る
孔
子
の
答
え
、
「
皇
姑
に

祔
せ
ず
、
…
帰
り
て
女
氏
の
党
に
葬
る
。
未
だ
婦
と
成
ら
ざ
る
を
示
す
な
り
」

は
、
王
夢
鴎
氏
（
３
９
）

に
よ
っ
て
、
「
然
婚
後
三
月
，
尚
不
認
其
爲
「
婦
」
，
死

必
歸
葬
本
家
，
是
何
異
乎
姦
而
不
娶
（
だ
が
婚
後
の
三
か
月
に
、
な
お
「
婦
」

で
あ
る
こ
と
を
認
め
ず
、
死
ん
で
本
家
に
帰
し
て
葬
る
と
い
う
の
は
、
姦
し
て

娶
ら
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
）
」
と
強
く
非
難
さ
れ
て
い
る
が
、
８
―
３
の
孔

子
言
「
三
月
に
し
て
廟
見
し
て
、
「
来
婦
」
と
称
し
、
日
を
択
び
て
禰
に
祭
る

は
、
婦
の
義
を
成
す
な
り
」
に
従
う
以
上
、
廟
見
し
て
い
な
い
新
婦
を
夫
と
と

も
に
祭
祀
を
主
る
「
婦
」
（
主
婦
）
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
い
ま
だ
舅

姑
（
の
神
霊
）
に
見
え
て
い
な
い
も
の
を
舅
姑
の
列
に
祔
祭
す
る
の
は
、
論
理

と
し
て
あ
り
え
な
い
。
こ
の
論
理
の
方
に
曾
子
問
篇
の
作
者
は
従
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
婚
礼
後
の
新
婦
の
死
を
問
う
の
で
あ
れ
ば
、
婚
礼
前
の
新
郎
新
婦
の

死
も
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
、
８
―
５
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。曾

子
問
篇
の
作
者
が
実
際
に
こ
の
よ
う
に
考
え
て
８
の
問
答
群
を
構
成
し
た

の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
そ
こ
で
の
問
い
の
問
わ
れ
方
か
ら
し
て
、

こ
れ
ら
の
問
答
は
、
礼
を
実
践
す
る
上
で
の
現
実
上
の
問
題
が
導
い
た
と
い
う

よ
り
は
、
婚
礼
と
喪
礼
が
重
複
し
た
種
々
の
場
合
に
つ
い
て
理
論
的
に
考
察
し
、

組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
上
の
喪
礼
と
世
子
の
出
生

が
重
複
し
た
場
合
に
お
い
て
、
埋
葬
後
に
世
子
が
生
ま
れ
た
状
況
が
問
わ
れ
て

い
る
の
も
、
喪
礼
に
お
け
る
一
大
分
岐
が
埋
葬
で
あ
っ
て
―
―
こ
こ
で
亡
骸
と

し
て
の
死
者
が
、
神
霊
と
し
て
の
死
者
に
転
ず
る
―
―
、
そ
れ
以
前
に
世
子
が

生
れ
た
場
合
を
先
に
論
じ
て
い
る
以
上
、
論
理
と
し
て
、
そ
れ
以
後
に
世
子
が

生
ま
れ
た
場
合
を
論
じ
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
他
の
問
答
に

つ
い
て
こ
こ
で
詳
説
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
現
実
上
の
問
題
か
ら
導
か
れ
た

問
い
が
一
部
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
先
に
分
類
し
た
①
の

問
答
は
、
多
く
観
念
的
に
組
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
状
況
の
多
く
が
比
較
的
ま
れ
な
状
況

に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
が
礼
の
ま
れ
な
る
も
の
へ
の
関
心
へ
と

つ
な
が
っ
て
③
の
問
答
も
こ
こ
に
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上

で
③
に
属
さ
せ
た
１
０
―
１
で
は
、
師
行
に
遷
廟
の
主
を
携
帯
す
る
議
論
と
虚

主
に
す
る
場
合
の
議
論
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
「
今
や
七
廟
の
主
を
取
り
て
以
て

行
く
は
、
則
ち
之
を
失
せ
り
」
と
い
う
現
在
の
非
礼
を
批
判
す
る
語
が
加
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
礼
の
ま
れ
な
る
も
の
へ
の
関
心
の
な
か
で
、
そ
れ

が
行
わ
れ
て
い
な
い
現
実
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
問
題
と
し
て
現
在
の
非
礼
を
非

難
し
、
非
礼
の
由
来
を
説
く
②
の
問
答
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
も
知
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れ
な
い
。
本
篇
の
よ
う
に
相
互
に
関
連
の
希
薄
な
問
答
の
集
積
か
ら
な
る
資
料

は
後
の
付
加
を
被
り
や
す
く
（
４
０
）
、
そ
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
と
ど
う
し
て
も

歯
切
れ
の
わ
る
い
議
論
し
か
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
篇
の
作
者
の
主
た

る
問
題
意
識
や
関
心
は
ほ
ぼ
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

＊
＊
＊
＊
＊

さ
て
、
上
に
こ
の
篇
と
雑
記
篇
や
『
家
語
』
と
の
重
複
部
分
に
つ
い
て
触
れ

た
が
、
そ
れ
ら
の
例
を
除
け
ば
、
曾
子
問
篇
の
問
答
と
全
く
同
じ
議
論
は
、
他

の
先
秦
文
献
や
経
典
類
に
は
見
え
て
い
な
い
。
こ
の
篇
と
の
関
係
で
ま
ず
考
え

る
べ
き
は
『
儀
礼
』
で
、
特
に
冒
頭
に
置
か
れ
た
１
、
２
の
文
体
は
『
儀
礼
』

を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
に
見
え
る

大
祝
裨
冕
執
束
帛
、
升
自
西
階
、
盡
等
不
升
堂
、
命
毋
哭
。
祝
聲
三
、

告
曰
…
（1

8
-
1
a

）

大
祝
は
裨
冕
を
身
に
付
け
て
束
帛
を
執
り
持
ち
、
西
階
か
ら
升
っ
て
、
階
の
最
上
ま
で

は
升
る
が
堂
に
は
升
ら
ず
、（
そ
こ
で
）「
哭
す
る
な
か
れ
」
と
命
ず
る
。
祝
が
（
「
あ
あ
」

と
い
う
）
声
を
三
た
び
出
し
て
、
告
げ
て
言
う
…

な
ど
は
、
『
儀
礼
』
既
夕
礼3

8
-
3
b

商
祝
免
袒
、
執
功
布
入
、
升
自
西
階
、
盡
階
不
升
堂
、
聲
三
、
啓
三
、

命
哭
。

商
祝
は
（
髪
を
布
で
包
み
、
片
肌
脱
ぐ
）
免
袒
を
し
て
、
功
布
を
執
り
持
っ
て
入
り
、

西
階
か
ら
升
っ
て
、
階
の
最
上
ま
で
は
升
る
が
堂
に
は
升
ら
ず
、
（
「
あ
あ
」
と
い
う
）

声
を
三
た
び
出
し
て
、
三
度
「
啓
く
」
と
言
っ
て
、
哭
す
る
こ
と
を
命
じ
る
。

あ
た
り
を
用
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
全
体
と
し
て
『
儀

礼
』
ほ
ど
に
は
儀
節
の
細
部
が
書
き
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
節
と
文
体

的
に
最
も
近
い
の
は
『
礼
記
』
奔
喪
篇
で
あ
る
。
『
儀
礼
』
に
は
見
え
ず
奔
喪

篇
に
頻
出
す
る
「
盡
哀
」
と
よ
く
似
た
表
現
で
あ
る
「
盡
一
哀
」
も
こ
こ
に
見

え
て
い
る
（1

8
-
1
b

）
。
奔
喪
篇
と
の
関
係
は
他
に
も
指
摘
で
き
て
、
奔
喪
篇5

6
-
1
b

の
日
行
百
里
、
不
以
夜
行
。
唯
父
母
之
喪
、
見
星
而
行
、
見
星
而
舍
。

（
喪
に
奔
る
の
に
）
一
日
に
百
里
の
道
の
り
を
行
く
が
、
夜
に
は
行
か
な
い
（
で
宿
る
）
。

た
だ
父
母
の
喪
（
に
奔
る
の
）
だ
け
は
、
星
を
見
て
出
立
し
、
星
を
見
て
宿
る
の
だ
。

を
踏
ま
え
た
と
思
わ
れ
る
語
が
、
老
聃
か
ら
の
伝
聞
と
し
て
曾
子
問
篇1

9
-
1
9
a

に
、

見
星
而
行
者
、
唯
罪
人
與
奔
父
母
之
喪
者
乎
。

星
を
見
て
み
ち
行
く
者
は
、
た
だ
罪
人
と
父
母
の
喪
に
奔
る
者
だ
け
だ
。

と
見
え
て
い
る
（
４
１
）
。
奔
喪
篇
は
『
儀
礼
』
の
存
在
（
４
２
）

を
前
提
と
し
て
、『
儀

礼
』
の
い
ま
だ
説
き
及
ば
ざ
る
礼
を
論
じ
た
篇
で
あ
る
が
、
曾
子
問
篇
も
こ
れ

と
類
似
し
た
性
格
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
上
で
見
た
、
廟
見
前
に
新
婦
が
亡
く

な
っ
た
場
合
の
議
論
が
、
士
昏
礼
「
記
」6

-
1
a

の
舅
姑
が
歿
し
て
い
た
場
合
の

儀
礼
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
見
や
す
い
。
た
だ
、
奔
喪
篇
が
、
父
母
等
の
喪
を

聞
い
て
駆
け
つ
け
る
と
い
う
、
比
較
的
ま
れ
な
状
況
の
礼
の
形
を
問
い
つ
つ
も

な
お
現
実
的
な
要
請
か
ら
編
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
曾
子

問
篇
の
問
い
は
上
に
述
べ
た
よ
う
に
多
分
に
観
念
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
奔
喪
篇
と
同
じ
段
階
に
属
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
に
続
く
段
階
の
も

の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
曾
子
問
篇
は
『
儀
礼
』
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
用
語
の
レ
ベ
ル
で
見
る
と
必
ず
し
も
『
儀
礼
』
に
忠
実
で
あ
る
と
は
言
え

『礼記』曾子問篇初探（末永）
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な
い
。
た
と
え
ば
曾
子
問
篇
５
の
「
冠
礼
と
喪
礼
が
重
複
し
た
場
合
」
を
論
ず

る
部
分
で
は
、
烏
帽
子
親
を
指
す
も
の
と
し
て
「
冠
者
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
他
方
『
儀
礼
』
士
冠
礼
で
「
冠
者
」
が
指
し
示
す
の
は
、
新
た
に
加
冠

さ
れ
た
新
成
人
の
方
で
あ
る
。
士
冠
礼
で
は
加
冠
以
前
の
新
成
人
は
「
將
冠
者
」

と
呼
び
分
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
用
語
法
の
厳
格
さ
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
『
儀

礼
』
の
用
語
法
を
曾
子
問
篇
は
取
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
儀

礼
』
の
作
成
者
た
ち
や
、『
儀
礼
』
テ
キ
ス
ト
を
忠
実
に
伝
承
す
る
者
た
ち
が
、

曾
子
問
篇
を
作
っ
た
の
は
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
そ
の
作
者
は
誰
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ

と
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
曾
子
―
孔
子
問
答
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
曾
子
の
学
を
受
け
継
ぐ
も
の
の
手
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
だ

け
で
あ
る
。
た
だ
、
曾
子
の
学
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
は
言
っ
て
も
、
『
大
戴
礼

記
』
の
曾
子
立
事
以
下
十
篇
の
編
者
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
曾
子
問
篇
の

内
容
は
曾
子
立
事
以
下
十
篇
と
重
複
し
て
い
な
い
し
、
こ
れ
ら
十
篇
が
曾
子
言

（
と
さ
れ
る
も
の
）
の
保
存
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
曾
子
問
篇
の
曾

子
は
問
者
に
過
ぎ
な
い
。
曾
子
を
問
者
と
し
問
答
の
主
役
に
孔
子
を
据
え
る
『
孝

経
』
や
『
大
戴
礼
記
』
主
言
篇
が
、
曾
子
立
事
以
下
十
篇
に
遅
れ
て
成
立
し
た

と
推
定
さ
れ
る
の
と
同
様
、
曾
子
問
篇
の
作
者
も
ま
た
こ
れ
ら
十
篇
の
編
者
よ

り
は
後
の
世
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
篇
は
い
つ
ご
ろ
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
に
見
た
雑
記
篇

と
の
重
複
は
、
雑
記
篇
に
対
す
る
曾
子
問
篇
の
先
行
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
雑

記
篇
の
成
立
年
代
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
こ
こ
か
ら
こ
の
篇
の
成
立
時
期
を
絞

り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
秦
文
献
と
重
複
す
る
表
現
と
し
て
は
、
他
に
曾

子
問
篇
９
に
見
え
る
「
孔
子
曰
く
、
天
に
二
日
無
く
、
土
に
二
王
無
く
、
嘗
禘

郊
社
、
尊
に
二
上
無
し
」
の
存
在
を
指
摘
で
き
て
、
類
似
句
が
『
礼
記
』
坊
記

篇5
1
-
1
1
b

に
「
子
云
ふ
、
天
に
二
日
無
く
、
土
に
二
王
無
く
、
家
に
二
主
無
く
、

尊
に
二
上
無
く
、
民
に
君
臣
の
別
有
る
を
示
す
な
り
」
と
、
『
孟
子
』
万
章
篇

上9
s
9
b

に
「
孔
子
曰
く
、
天
に
二
日
無
く
、
民
に
二
王
無
し
」
と
見
え
て
い
る

（
４
３
）
。
お
そ
ら
く
、
坊
記
篇
（
『
子
思
子
』
に
属
す
る
）
や
『
孟
子
』
が
曾
子

問
篇
に
先
行
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
相
互
の
引
用
関
係
が
明
確
で
あ
る
と
は
言

い
難
い
。

条
件
付
き
に
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
篇
の
成
立
の
下
限
を
与
え
る
と
考
え

ら
れ
る
の
が
、
『
韓
詩
外
伝
』
巻
二
（
第
三
十
三
章
）
に
見
え
る
曾
子
問
篇
８

―
３
と
の
重
複
文
で
あ
る
。『
韓
詩
外
伝
』
は
諸
書
か
ら
節
引
し
て
そ
こ
に
『
詩
』

の
一
節
を
加
え
る
の
を
基
本
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
重
複
文
の
存
在
は
曾
子

問
篇
の
成
立
が
韓
嬰
以
前
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
８
―
３
は
「
孔

子
曰
」
か
ら
始
ま
る
一
節
で
問
答
体
の
部
分
で
は
な
い
か
ら
、
も
し
こ
れ
が
後

の
付
加
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
例
は
曾
子
問
篇
の
成
立
時
期

を
議
論
す
る
材
料
と
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
４
４
）
。

他
文
献
と
の
重
複
文
以
外
で
考
え
る
べ
き
は
、
こ
の
篇
に
見
え
る
「
老
聃
」

で
あ
る
。
上
に
も
一
部
触
れ
た
が
、
曾
子
問
篇
１
０
、
２
２
、
２
４
の
問
答
で

は
孔
子
が
「
吾
聞
諸
老
聃
曰
」
を
冠
し
て
老
聃
言
を
引
く
形
に
な
っ
て
お
り
、

２
０
で
は
孔
子
が
老
聃
に
従
っ
て
助
葬
し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
引
か
れ
て
い

る
。
「
老
聃
」
を
孔
子
の
師
と
す
る
伝
承
は
『
呂
氏
春
秋
』
仲
春
紀
・
当
染
篇

や
『
韓
詩
外
伝
』
巻
五
（
第
二
十
八
章
）
に
見
え
て
お
り
、
『
史
記
』
の
老
子

伝
や
孔
子
世
家
は
孔
子
が
老
聃
（
老
子
）
に
礼
を
問
う
孔
子
問
礼
譚
を
載
せ
て

い
る
。
こ
の
『
史
記
』
に
見
え
る
孔
子
問
礼
譚
―
―
さ
ら
に
は
『
荘
子
』
に
見

え
る
孔
子
―
老
子
問
答
（
４
５
）

―
―
が
道
家
側
の
虚
構
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
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と
に
つ
い
て
は
、
近
代
以
後
の
学
者
の
ほ
ぼ
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
が
（
４
６
）
、

問
題
は
曾
子
問
篇
の
「
老
聃
」
と
『
史
記
』
に
見
え
る
老
聃
（
老
子
）
と
の
関

係
で
あ
る
。
両
者
を
同
一
人
物
と
す
る
の
は
、
『
礼
記
正
義
』1

8
-
2
1
a
6

以
来

の
伝
統
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、
道
家
側
が
孔
子
の
上
に
老
子
を
置
く
問
礼

譚
を
虚
構
し
て
、
そ
の
立
場
の
宣
揚
を
図
ろ
う
と
し
た
の
は
よ
い
と
し
て
、
ど

う
し
て
儒
家
側
も
ま
た
同
じ
く
老
子
を
孔
子
の
師
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か

理
解
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
疑
問
と
し
て
、
曾
子
問
篇
の
「
老
聃
」
は
、
道
家
の
老
子
と
は
無
関

係
の
儒
家
側
の
伝
承
で
あ
る
と
す
る
の
が
楠
山
春
樹
氏
で
あ
る
（
４
７
）
。
氏
は
さ

ら
に
、
道
家
の
老
聃
は
、
老
子
を
曾
子
問
篇
の
「
老
聃
」
に
附
会
し
た
こ
と
か

ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
『
荘
子
』
中
の
孔
子
―
老
子
問
答
や
『
史
記
』
の
孔

子
問
礼
譚
は
、
曾
子
問
篇
に
問
礼
譚
の
あ
る
こ
と
を
奇
貨
お
く
べ
し
と
し
て
虚

構
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
儒
家
の
伝
承
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
「
老
聃
」
言
は
、
『
家
語
』
や
『
孔
叢
子
』
に
も
見
え
て
お
り
（
４
８
）

、
曾
子

問
篇
２
４
の
「
老
聃
」
も
子
夏
を
問
者
と
す
る
問
答
の
中
に
見
え
て
い
て
、
他

資
料
か
ら
曾
子
問
篇
に
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
を
疑
い
得
る
し
、
曾
子
問
篇
の

他
の
「
老
聃
」
言
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
こ
の
篇
の
作
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く

何
か
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
得
る
か
ら
、
道
家
が
曾
子
問
篇

、
、
、
、

の
「
老
聃
」
に
附
会
し
た
と
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
が
、
こ
れ
ら

、の
「
老
聃
」
が
道
家
の
老
子
と
は
無
関
係
と
す
る
楠
山
氏
の
説
は
認
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
（
４
９
）
。

『
呂
氏
春
秋
』
や
『
韓
詩
外
伝
』
に
見
え
る
、
孔
子
が
「
老
聃
」
に
学
ん

だ
と
す
る
伝
承
も
、
何
か
根
拠
と
す
る
も
の
が
あ
っ
て
そ
の
よ
う
に
語
ら
れ
た

は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
先
ん
ず
る
孔
子
―
老
聃
問
答
の
伝
承
が
何
か
し
ら

存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
伝
承
の
供
給
元
が
曾
子
問
篇
で
あ
っ
た
と

言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
供
給
元
の
一
つ
が
こ
の
篇
で
あ
っ

た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
が
手
に
し
て
い
る
資

料
で
最
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
孔
子
―
老
聃
問
答
を
保
存
し
て
い
る
の
は
曾
子
問

篇
だ
か
ら
で
あ
る
（
５
０
）

。
な
ら
ば
、
曾
子
問
篇
の
成
立
は
『
呂
氏
春
秋
』
以
前
、

す
な
わ
ち
先
秦
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
５
１
）
。

こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
触
れ
て
お
く
べ
き
は
、
こ
の
篇
を
め
ぐ
る
今
古
文
の

問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
王
夢
鴎
氏
は
、
曾
子
問
篇
１
５
「
唯
だ
天
子
の
み
天

と
称
し
て
以
て
之
に
誄
す
」
の
鄭
注1

9
-
7
a
6

に
見
え
る
春
秋
公
羊
説
「
誄
を
読

み
て
謚
を
南
郊
に
制
す
」
が
『
白
虎
通
』
謚
篇
引
く
曾
子
問
篇
の
佚
文
「
天
子

崩
ず
れ
ば
、
臣
下
、
南
郊
に
之
き
告
げ
て
之
に
謚
す
」
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

曾
子
問
篇
に
今
文
説
が
見
え
る
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
篇
の
「
菲
」（1

8
-
1
7
b
9

）
、

「
綏
」
（1

9
-
1
0
b
9

）
両
字
が
今
文
の
『
儀
礼
』
テ
キ
ス
ト
に
由
来
す
る
と
し

て
（
５
２
）
、
こ
の
篇
の
成
立
を
今
文
学
が
流
行
し
た
「
武
昭
之
世
」
以
後
に
引
き

下
げ
て
い
る
（
５
３
）
。

曾
子
問
篇
の
作
者
が
『
儀
礼
』
の
用
語
法
に
必
ず
し
も
忠
実
で
な
い
こ
と

は
上
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
、
二
の
用
字
法
を
取
り
上
げ
て
そ

の
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
を
限
定
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
も
そ
も
疑
問
を
感
じ
る

が
、
そ
れ
は
置
く
と
し
て
、
今
本
曾
子
問
篇
が
今
文
の
用
字
法
を
用
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
け
か
ら
、
そ
の
後
出
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
単
に
、

漢
人
が
そ
の
用
字
法
に
従
っ
て
写
し
た
テ
キ
ス
ト
に
今
本
が
由
来
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
今
本
『
礼
記
』
緇
衣
篇5

5

-
2
b

／4
a

／8
b

は
「
甫
刑
曰
」
を
冠
し
て
『
尚
書
』
呂
刑
篇
を
引
い
て
い
て
、

明
ら
か
に
今
文
の
用
字
法
に
従
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
根
拠
に
、
緇
衣
篇
が
今

『礼記』曾子問篇初探（末永）
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文
『
尚
書
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
文
学
流
行
以
後
の
作
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
大
き
な
誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
緇
衣
篇
の
成
立
が
先
秦
に
遡
る
こ
と

は
楚
簡
『
緇
衣
』
の
存
在
が
示
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

今
文
説
の
存
在
も
同
様
で
、
今
文
説
の
す
べ
て
が
漢
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
先
行
す
る
文
献
に
基
づ
く
説
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

曾
子
問
篇
１
５
は
上
に
論
じ
た
よ
う
に
今
本
の
う
ち
で
異
質
な
要
素
で
あ
る
か

ら
、
後
の
混
入
も
疑
い
得
る
が
、
そ
れ
は
置
く
と
し
て
、
王
氏
が
言
わ
れ
る
の

と
は
逆
に
、
曾
子
問
篇
１
５
に
基
づ
い
て
今
文
説
が
立
て
ら
れ
て
い
る
可
能
性

も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
今
文
の
用
字
法
に
拠
っ
て
い
る
と
か
、
今
文
説
が

見
え
る
と
か
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
そ
れ
が
先
秦
文
献
で
は
な
い
こ
と
を
決

定
付
け
る
ほ
ど
の
力
を
持
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
曾
子
問
篇
に
対
す
る
初
歩
的
な
解
析
は
こ
の
あ
た
り
で
終
え
る
こ
と
に

し
た
い
。
手
が
か
り
の
少
な
さ
か
ら
、
そ
の
作
者
や
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、

わ
ず
か
に
、
こ
れ
が
先
秦
文
献
で
あ
る
可
能
性
を
ひ
ら
く
こ
と
が
で
き
た
に
過

ぎ
な
い
。
先
秦
礼
学
の
展
開
を
思
想
史
的
に
再
構
成
し
つ
つ
、
そ
こ
に
こ
の
篇

を
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

注（
１
）
ち
な
み
に
『
論
語
』
に
お
い
て
も
「
吾
道
一
以
貫
之
」
に
対
し
て
曾
子
が
「
唯
」
と
答
え
る

里
仁
篇
の
子
曰
参
乎
章
を
除
い
て
は
曾
子
と
孔
子
の
問
答
は
残
さ
れ
て
い
な
い
し
、『
孟
子
』『
荀

子
』
『
呂
氏
春
秋
』
お
よ
び
曾
子
問
篇
、
主
言
篇
を
除
く
両
戴
記
に
お
い
て
も
曾
子
と
孔
子
の
問

答
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（
曾
子
問
篇
と
重
複
す
る
問
答
を
載
せ
る
『
礼
記
』
雑
記
下
篇
の
一
例

を
除
く
）
。
武
内
義
雄
・
坂
本
良
太
郎
訳
注
『
孝
経
・
曾
子
』
（
岩
波
文
庫
）
の
「
曾
子
集
語
」

参
照
。

（
２
）
『
孔
子
家
語
』
は
王
言
解
に
作
る
。

（
３
）
『
孝
経
』
の
今
文
テ
キ
ス
ト
は
「
間
」
字
無
し
。

（
４
）
こ
れ
は
近
年
の
新
出
土
資
料
を
含
め
て
も
同
じ
で
あ
る
。

（
５
）

拙
稿
「
『
儀
礼
』
に
お
け
る
礼
の
儀
節
の
分
岐
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
七
十

集
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
６
）
こ
の
括
弧
付
き
の
「
経
」
「
記
」
は
今
本
の
経
・
記
の
区
分
と
異
な
る
。
こ
の
区
分
に
つ
い

て
は
、
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
７
）
曾
子
問
篇
を
専
論
し
た
論
文
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
国
内
の
研
究
と
し
て
は
、
栗
原
圭
介
「
曾

子
問
考
」
（
『
大
東
文
化
大
学
紀
要
〈
人
文
科
学
〉
』
第
十
三
号
、
一
九
七
五
年
）
が
ほ
ぼ
唯
一
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
主
と
し
て
曾
子
の
思
想
と
の
関
連
で
曾
子
問
篇
を
分
析
し
た
も
の
で

あ
り
、
本
論
の
関
心
と
は
方
向
を
異
に
す
る
。

（
８
）
十
三
経
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
阮
刻
本
の
巻
・
葉
・
行
数
を
巻
数
―
葉
数
（a

：
表
／b

：
裏
）
行
数
の
形
で
示
す
（
た
だ
し
、
巻
数
・
行
数
は
省
略
し
た
部
分
が
あ
る
）
。

（
９
）
阮
刻
本
で
は
冒
頭
を
「
曾
子
曰
」
に
作
る
が
、
校
勘
記
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
本
が
「
問
」

字
を
脱
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
０
）
王
夢
鴎
『
礼
記
校
証
』
（
台
湾
、
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
一
年
）
一
一
一
、
一
一
三
、
一

二
〇
頁
。
王
氏
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
同
様
に
考
え
る
な
ら
ば
、
７
も
「
喪
」
の
と
こ
ろ
に

入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
１
１
）
同
上
、
一
一
一
頁
。

（
１
２
）
以
下
『
白
虎
通
』
は
中
華
書
局
・
新
編
諸
子
集
成
の
陳
立
『
白
虎
通
疏
証
』
に
よ
る
。

東洋古典學研究 第 49 集 2020



71

（
１
３
）
『
白
虎
通
』
嫁
娶
篇
に
「
曾
子
曰
、
女
未
廟
見
而
死
、
歸
葬
于
女
氏
之
黨
、
示
未
成
婦
也
」

と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
文
が
曾
子
問
篇1

8
-
1
7
b

に
見
え
て
い
る
。
こ
の
「
曾
子
曰
」
が
「
曾
子
問
曰
」

の
誤
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
引
用
は
十
四
か
所
と
な
る
。
な
お
、
『
白
虎
通
』
喪
服
篇
に
「
禮
曾
子

記
曰
、
大
辱
加
於
身
、
支
體
毀
傷
、
即
君
不
臣
、
士
不
交
、
祭
不
得
爲
昭
穆
之
尸
、
食
不
得
□

昭
穆
之
牲
、
死
不
得
葬
昭
穆
之
域
也
」
と
あ
り
、
陳
立
は
こ
れ
を
曾
子
問
篇
の
佚
文
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
『
大
戴
礼
記
』
の
曾
子
立
事
以
下
十
篇
の
佚
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今

本
の
曾
子
立
事
以
下
十
篇
に
「
大
辱
」
を
語
る
部
分
は
見
え
な
い
も
の
の
、
『
春
秋
繁
露
』
竹
林

篇
で
「
有
廉
恥
者
、
不
生
於
大
辱
」
を
証
す
る
も
の
と
し
て
、
「
曾
子
曰
、
辱
若
可
避
、
避
之
而

已
。
及
其
不
可
避
、
君
子
視
死
如
歸
」
と
曾
子
制
言
上
篇
の
曾
子
言
（
文
や
や
異
な
る
）
を
引

く
例
な
ど
よ
り
す
れ
ば
、
「
大
辱
加
於
身
」
や
「
支
體
毀
傷
」
を
非
と
す
る
こ
の
「
禮
曾
子
記
」

の
一
文
は
、
曾
子
立
事
以
下
の
曾
子
言
と
よ
り
近
縁
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
１
４
）
『
詩
』
大
雅
・
既
醉
正
義1

7
.
2
-
1
1
b
1

に
『
白
虎
通
』
の
佚
文
が
「
白
虎
通
引
曾
子
曰
、
王

者
宗
庿
、
以
卿
爲
尸
、
射
以
公
爲
耦
」
と
引
か
れ
て
お
り
、
陳
立
が
推
定
す
る
よ
う
に
、
こ
れ

が
曾
子
問
篇
か
ら
の
引
用
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
白
虎
通
』
所
引
の
佚
文
は
五
例
と
な
る
。

（
１
５
）
こ
の
部
分
の
「
曾
子
問
曰
」
は
篇
名
で
は
な
く
、
単
に
曾
子
の
問
い
を
引
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
引
用
の
後
に
『
尚
書
』
『
春
秋
伝
』
の
引
用
が
続
く
こ
と
と
、
各
議
論
の

末
尾
を
経
書
等
の
引
用
で
締
め
括
る
の
が
『
白
虎
通
』
の
文
体
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
篇

名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

（
１
６
）
王
氏
前
掲
書
一
一
一
頁
。

（
１
７
）
『
影
印
南
宋
越
刊
八
行
本
礼
記
正
義
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
に
よ
る
。

（
１
８
）
正
義1

8
-
6
b
8

は
８
―
３
を
８
―
２
と
の
関
連
で
そ
こ
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
見
る
が
従
い

難
い
。

（
１
９
）
『
武
内
義
雄
全
集
（
第
三
巻
儒
教
篇
二
）
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
「
儒
学
史
資
料
と

し
て
見
た
る
両
戴
記
」
四
五
〇
頁
。

（
２
０
）
竹
内
照
夫
訳
注
『
礼
記
（
上
）
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
）
で
も
曾
子
問
篇
に
つ
い
て

「
内
容
に
は
、
一
般
的
な
礼
法
よ
り
も
特
殊
の
場
合
の
変
礼
と
い
う
べ
き
も
の
が
、
多
く
説
か

、
、

れ
て
い
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
（
二
七
二
頁
）
。

（
２
１
）
ま
た
『
儀
礼
』
聘
礼2

3
-
1
4
b

「
若
有
私
喪
、
則
哭
于
館
、
衰
而
居
、
不
饗
食
」
の
疏1

5
a
1

「
自
此
盡
從
之
、
論
使
者
有
父
母
之
喪
、
行
變
禮
之
事
」
参
照
。
賈
公
彦
が
『
儀
礼
疏
』
で
「
變

禮
」
の
語
を
用
い
る
の
は
こ
の
二
例
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
２
２
）
日
食
が
予
測
不
可
能
な
出
来
事
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
江
永
（
『
礼
記
訓
纂
』
引
く
）

は
「
古
術
疎
、
無
豫
推
日
食
之
法
、
故
有
猝
遇
日
食
、
不
得
終
禮
之
事
」
と
言
う
。

（
２
３
）
こ
こ
で
「
不
測
の
事
態
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
り
う
る
こ
と
は
あ
ら

か
じ
め
考
え
得
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
起
こ
る
の
か
は
予
測
不
能
な
事
態
の
こ
と
を
指
す
。
礼
の

履
行
者
の
準
備
不
足
や
ミ
ス
に
起
因
す
る
よ
う
な
事
態
は
こ
こ
に
含
ま
れ
な
い
。

（
２
４
）
た
だ
し
、
鄭
説
は
こ
の
礼
の
是
非
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
周
公
の
語
を
「
豈
、
不
可
（
な
に

っ
、
そ
れ
は
だ
め
だ
）
」
と
句
読
を
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
―
―
こ
れ
を
「
豈
に

不
可
な
ら
ん
や
」
と
誤
解
し
た
史
佚
が
こ
の
非
礼
を
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
解
す
る
の
で
あ
る
―

―
こ
の
句
読
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
の
か
疑
問
が
残
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
非
礼
で
は
な
く
、

周
公
の
認
可
の
も
と
で
史
佚
が
は
じ
め
た
新
し
い
礼
と
し
て
解
す
る
べ
き
で
あ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。
こ
う
解
し
た
場
合
は
、
こ
れ
は
以
下
に
示
す
「
礼
の
ま
れ
な
る
も
の
」
を
論
じ
た
問
答

に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
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（
２
５
）
１
９
―
２
で
は
「
厭
祭
」
が
「
陰
厭
」
「
陽
厭
」
に
分
け
ら
れ
、
前
者
が
「
宗
子
爲
殤
而

死
」
、
後
者
が
「
凡
殤
」（
鄭
注
「
凡
殤
、
謂
庶
子
之
適
也
」
）
な
ど
へ
の
祭
祀
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

庶
子
の
殤
が
祭
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
喪
服
小
記3

2
-
9
b

「
庶
子
、
不
祭
殤
與

無
後
者
。
殤
與
無
後
者
、
從
祖
祔
食
」
参
照
。

（
２
６
）
た
だ
し
「
公
宮
」
を
曾
子
問
篇
は
「
公
館
」
に
作
る
。
次
に
示
す
雑
記
上
篇
と
曾
子
問
篇

２
１
に
お
い
て
も
同
じ
。
お
そ
ら
く
、
曾
子
問
篇
が
字
を
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
２
７
）
こ
の
形
式
を
少
し
崩
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
『
孔
子
家
語
』
の
「
曾
子
以
問
孔
子
。
孔
子

曰
、
…
」
（
曲
礼
子
夏
問
篇
）
、
「
曾
參
問
曰
、
…
。
孔
子
曰
、
…
」
、
「
曾
子
問
於
孔
子
曰
、
…
。

孔
子
曰
、
…
」
（
と
も
に
曲
礼
公
西
赤
問
篇
）
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
８
）
雑
記
篇
が
曾
子
問
篇
２
３
を
引
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
「
孔
子
曰
」
か
ら
始
ま
る
節

が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
「
孔
子
曰
」
か
ら
始
ま
る
節
も
ま
た
も
と
も
と
の
曾
子
問
篇
に

含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
２
９
）
曾
子
問
篇
の
曾
子
―
孔
子
問
答
が
両
人
の
対
話
の
実
録
で
な
い
こ
と
は
、
王
夢
鴎
氏
が
す

で
に
論
証
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
曾
子
問
篇
９
に
関
し
て
王
氏
前
掲
書
一
〇
八
頁
は
「
如
衛
靈

公
先
季
桓
子
而
卒
，
竟
曰
『
衛
靈
公
適
魯
，
遭
季
桓
子
之
喪
』
，
尤
不
似
熟
習
國
史
曾
作
春
秋
之

孔
子
所
應
言
」
と
論
じ
て
い
る
。
『
春
秋
』
が
孔
子
の
作
で
あ
る
か
否
か
は
置
く
と
し
て
、
孔
子

（
前
四
七
九
没
）
が
同
時
代
の
衛
霊
公
（
前
四
九
三
没
）
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
こ
の
よ
う

な
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
を
犯
す
と
は
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
王
鍔
『
《
礼
記
》
成
書
考
』
（
中

華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
は
曾
子
問
篇
の
問
答
を
実
録
と
見
る
が
従
い
難
い
。

（
３
０
）
阮
刻
本
は
「
士
」
字
を
欠
く
。
八
行
本
に
従
い
補
う
。

（
３
１
）
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
両
篇
に
対
す
る
喪
大
記
篇
の
先
行
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
喪

大
記
篇
が
こ
の
礼
を
最
初
に
規
定
し
た
文
献
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
３
２
）
王
氏
前
掲
書
一
〇
九
頁
。

（
３
３
）
曾
子
問
篇
の
２
４
で
「
記
曰
、
君
子
不
奪
人
之
親
、
亦
不
可
奪
親
也
」
と
「
記
曰
」
を
冠

し
て
引
か
れ
る
の
と
同
様
の
句
が
、
雑
記
下
篇4

2
-
6
a

に
「
（
子
貢
）
請
問
兄
弟
之
喪
。
子
曰
、

兄
弟
之
喪
、
則
存
乎
書
策
矣
。
君
子
不
奪
人
之
喪
、
亦
不
可
奪
喪
也
」
と
見
え
て
い
る
の
も
、

あ
る
い
は
雜
記
篇
の
記
述
の
先
行
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
雑
記
篇
で

も
こ
れ
が
「
書
策
に
存
す
」
と
言
わ
れ
、
雑
記
篇
と
同
じ
二
句
が
『
礼
記
』
服
問
篇5

7
-
3
a

で
「
傳

曰
」
を
冠
し
て
引
か
れ
て
い
る
か
ら
、
雑
記
篇
の
子
貢
―
孔
子
問
答
に
先
立
っ
て
、
こ
の
二
句

を
記
す
文
献
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

な
お
、
雑
記
下
篇
の
こ
の
節
が
「
子
曰
」
で
孔
子
言
を
導
く
の
に
対
し
、
直
後
の
節
で
は
「
孔

子
曰
」
で
孔
子
言
を
導
い
て
お
り
、
両
節
の
依
拠
し
た
資
料
の
由
来
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
こ
に
も
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
雑
記
篇
の
雑
纂
的
性
格
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

（
３
４
）
比
較
的
目
立
つ
相
違
を
「
曾
子
問
篇
→
『
家
語
』
」
の
形
で
示
せ
ば
、
子
游
を
問
者
と
す

る
曾
子
問
篇
１
１
に
つ
い
て
は
「
喪
慈
母
如
母
、
禮
與
→
諸
侯
之
世
子
、
喪
慈
母
如
母
、
禮
與
」
、

「
魯
昭
公
→
魯
孝
公
」
、
「
古
之
禮
、
慈
母
無
服
→
禮
、
國
君
慈
母
無
服
」
、
子
夏
を
問
者
と
す
る

曾
子
問
２
４
に
つ
い
て
は
、「
殷
人
既
葬
而
致
事
→
殷
人
既
葬
而
致
事
、
周
人
既
卒
哭
而
致
事
」
。

な
お
、
１
１
の
問
答
が
諸
侯
に
つ
い
て
言
う
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
こ
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
魯

の
昭
公
の
も
の
で
は
な
い
と
疑
う
の
は
鄭
玄1

8
-
2
2
a
4

～1
0

で
あ
り
、
２
４
の
「
周
人
既
卒
哭
而

致
事
」
も
ほ
ぼ
同
文
が
鄭
注1

9
-
2
2
b
7

に
見
え
て
い
る
か
ら
、
も
し
こ
れ
ら
が
王
肅
の
付
加
に
か

か
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
王
肅
は
鄭
説
の
正
し
さ
を
証
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
を
付
加
し
た
こ
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と
に
な
る
（
た
だ
し
、
鄭
注
の
「
周
卒
哭
而
致
事
」
に
つ
い
て
、
『
校
勘
記
』
引
く
浦
鏜
は
、
こ

れ
を
経
文
が
注
文
に
誤
入
し
た
も
の
と
見
る
）
。

（
３
５
）
上
注
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
家
語
』
は
こ
れ
を
魯
の
孝
公
に
始
ま
る
と
す
る
。

（
３
６
）
王
氏
前
掲
書
一
一
二
頁
。

（
３
７
）
『
礼
記
』
王
制1

2
-
1
0
b

、
礼
器2

3
-
6
b

、
雑
記
下4

3
-
3
a

「
（
諸
侯
）
五
月
而
葬
」
参
照
。

（
３
８
）
夫
人
の
妊
娠
に
気
づ
い
て
い
な
け
れ
ば
遺
腹
に
位
を
譲
る
と
発
想
す
る
こ
と
も
な
い
で
あ

ろ
う
。

（
３
９
）
王
氏
前
掲
書
一
一
〇
頁
。

（
４
０
）
そ
の
顕
著
な
例
を
、
わ
れ
わ
れ
は
楚
簡
『
緇
衣
』
と
今
本
『
礼
記
』
緇
衣
篇
と
の
違
い
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
１
）
王
夢
鴎
前
掲
書
一
一
〇
頁
も
こ
の
老
聃
言
を
奔
喪
篇
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。

（
４
２
）
こ
こ
で
「
『
儀
礼
』
の
存
在
」
と
言
う
の
は
、
『
儀
礼
』
十
七
篇
の
ま
と
ま
り
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
言
う
も
の
で
は
な
い
。
『
儀
礼
』
を
構
成
す
る
各
礼
の
記
述
の
存
在
を
言
う
に
過
ぎ

な
い
。
以
下
同
じ
。

（
４
３
）
孔
子
言
と
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
に
『
礼
記
』
喪
服
四
制
篇6

3
-
1
3
a

「
天
無
二
日
、
土

無
二
王
、
國
無
二
君
、
家
無
二
尊
、
以
一
治
之
也
」
（
『
大
戴
礼
記
』
本
命
篇
同
じ
）
が
こ
れ
に

類
似
す
る
。

（
４
４
）
こ
の
場
合
、
曾
子
問
篇
以
外
の
資
料
か
ら
『
韓
詩
外
伝
』
が
取
っ
た
可
能
性
が
考
え
得
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
４
５
）
天
地
、
天
道
、
天
運
（
四
条
）
、
田
子
方
、
知
北
游
の
各
篇
に
計
八
条
見
え
て
い
る
。

（
４
６
）
楠
山
春
樹
「
『
礼
記
』
曾
子
問
篇
に
見
え
る
老
聃
に
つ
い
て
」（
同
氏
『
道
家
思
想
と
道
教
』

平
河
出
版
社
、
一
九
九
二
年
所
収
。
も
と
、
『
池
田
末
利
博
士
古
希
記
念
東
洋
学
論
集
』
一
九
八

〇
年
所
収
）
参
照
。

（
４
７
）
上
注
所
掲
論
文
お
よ
び
同
氏
『
老
子
の
人
と
思
想
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
第
一

章
・
第
一
節
・
二
「
『
礼
記
』
曾
子
問
篇
に
見
え
る
老
聃
」
参
照
。

（
４
８
）「
老
聃
」
へ
の
言
及
は
、『
家
語
』
観
周
篇
に
二
条
（
一
条
は
『
史
記
』
の
問
礼
譚
と
重
複
、

一
条
は
『
説
苑
』
反
質
篇
に
も
見
え
る
）
、
曲
礼
子
夏
問
篇
に
二
条
（
内
一
条
は
上
述
）
、
五
帝

篇
、
執
轡
篇
、
お
よ
び
『
孔
叢
子
』
記
義
篇
に
そ
れ
ぞ
れ
一
条
見
え
て
い
る
。

（
４
９
）
こ
れ
を
認
め
ず
に
こ
れ
ら
の
「
老
聃
」
を
す
べ
て
老
子
と
同
一
視
し
、
孔
子
問
礼
譚
を
道

家
側
の
虚
構
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
儒
家
も
ま
た
こ
の
虚
構
を
受
け
入
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の

説
明
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
浅
野
裕
一
『
孔
子
神
話
―
―
宗
教
と
し
て
の
儒
教
の
形
成

―
―
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
、
二
五
頁
）
は
「
道
家
の
連
中
も
、
そ
う
し
た
（
＝
孔
子
に

語
る
に
足
る
学
統
が
存
在
し
な
い
と
い
う
）
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
、
問
礼
説
話
を
デ
ッ
チ
上
げ

た
の
で
あ
り
、
儒
家
も
ま
た
そ
の
弱
み
の
故
に
、
『
礼
記
』
曾
子
問
に
見
え
る
ご
と
く
、
孔
子
が

各
種
の
礼
法
を
老
子
か
ら
伝
授
さ
れ
る
話
を
作
り
上
げ
て
、
自
ら
進
ん
で
そ
れ
に
同
調
し
、
孔

子
の
礼
学
に
も
っ
と
も
ら
し
い
箔
づ
け
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し
、
澤
田
多

喜
男
「
老
荘
の
人
と
書
物
」
（
加
地
伸
行
編
『
老
荘
思
想
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、

一
九
九
七
年
、
八
～
九
頁
）
は
「
こ
の
よ
う
な
孔
子
が
老
子
に
礼
の
教
え
を
請
う
た
と
い
う
話

は
、
『
礼
記
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
儒
家
の
祖
孔
子
が
道
家
の
祖
と
も

目
さ
れ
る
老
子
に
教
え
を
請
う
と
い
う
こ
と
は
、
一
見
奇
異
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

司
馬
遷
の
生
き
て
い
た
時
代
の
黄
老
思
想
が
幅
を
き
か
せ
て
い
た
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

こ
う
し
た
事
実
は
孔
子
の
権
威
を
増
し
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
で
は
な
か

『礼記』曾子問篇初探（末永）



74

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
が
、
楠
山
前
掲
書
（
二
〇
〇
二
年
）
十
二
頁
の
「
す
で
に
道

家
側
の
孔
老
会
見
譚
が
流
行
す
る
漢
代
、
こ
の
よ
う
な
物
語
（
＝
曾
子
問
篇
２
０
）
が
こ
と
さ

ら
儒
家
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
可
能
性
は
絶
無
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
す
る
説
明
の
簡
明
さ
に

及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
５
０
）
数
量
的
に
は
『
家
語
』
の
方
が
多
い
が
、
全
体
の
文
字
数
に
対
す
る
割
合
で
考
え
れ
ば
曾

子
問
篇
に
遠
く
及
ば
な
い
。

（
５
１
）
楠
山
前
掲
書
（
二
〇
〇
二
年
）
十
二
頁
も
「
た
と
え
「
曾
子
問
」
篇
と
し
て
の
成
立
が
漢

代
に
降
る
と
し
て
も
、
内
容
を
な
る
当
該
の
（
＝
老
聃
に
関
す
る
）
所
伝
は
、
や
は
り
先
秦
か

ら
の
伝
承
で
あ
る
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
。
こ
の
譲
歩
の
部
分
は
、
楠
山
氏
が
「
『
礼

記
』
の
編
纂
さ
れ
た
時
期
が
前
漢
末
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
「
曾
子
問
」
篇
の
成
立
が
漢
代
に

降
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
な
く
は
無
い
こ
と
」
を
考
慮
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、

楠
山
氏
の
論
は
曾
子
問
篇
そ
れ
自
体
の
成
立
が
先
秦
に
遡
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る

と
言
え
る
。

（
５
２
）
「
綏
」
字
が
今
文
で
あ
る
こ
と
は
、
『
儀
礼
』
少
牢
饋
食
礼
の
鄭
注4

8
-
9
a
4

「
綏
或
作
挼
、

挼
讀
爲
墮
。
…
古
文
墮
爲
肵
」
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、「
菲
」
字
を
今
文
と
す
る
理
由
は
不
明
。

こ
の
字
は
『
儀
礼
』
で
は
喪
服
伝
の
み
に
見
え
、
鄭
玄
は
喪
服
伝
に
つ
い
て
だ
け
今
古
文
の
異

同
を
一
切
注
記
し
て
い
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
喪
服
伝
全
体
を
今
文
で
あ
る
と
見
て
こ
う
判
断

し
た
も
の
か
。

（
５
３
）
王
氏
前
掲
書
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
。
王
氏
は
さ
ら
に
今
文
『
尚
書
』
顧
命
篇
と
の
関
係
を

示
唆
す
る
が
、
曾
子
問
篇
が
顧
命
篇
と
深
い
関
係
を
持
つ
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
付
記
）
本
研
究
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
（

）
課
題
番
号
２
６
３
７

C

０
０
４
４
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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